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|モ〕l

自

と

自
由
と
は

無
辺
大
の
人
生
を

無
辺
大
に
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
何
の
囲
も
な
い

制
約
す
る
何
物
も
な
い

欲
す
る
ま
ま
に
生
さ
れ
ば
い
い

人
間
の
本
来
の
相
を
知

っ
た
も
の
に
は

東
縛
さ
れ
る
何
物
も
な
い

何
故
な
ら

宇
宙
を
生
き
て
い
る
か
ら

宇
宙
の
こ
こ
ろ
を
こ
こ
ろ
と
し
て
い
る
か
ら

桜

沢

日
Ｈ
各
メ

そ
こ
に
は
無
尽
蔵
の
智
恵
が
あ
り

そ
こ
に
は
無
辺
大
の
加
護
が
あ
る

人
間
の
作

っ
た
ル
ー
ル
、
法
律

そ
ん
な
も
の
は
関
係
な
い

そ
ん
な
も
の
に
さ
え
ぎ
ら
れ
る
様
な

何
物
も
無

い

宇
宙
を
生
き
る
も
の

神
な
が
ら
の
道
と
で
も
い
う
か

そ
こ
に
初
め
て
人
間
の
自
由
が
あ
る
。

（
３８

・
４

14
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桜

沢

世

津

子

の

肖

一
九
五
三
年
六
月
十
七
日
五
十
回
忌
、

一
九
五
三
年
八
月
如

一
渡
欧
記
念
の
た
め
、

全
和
光
君
こ
れ
を
描
き
て
贈
ら
る
。

三
十
オ
に
し
て
逝
き
し
母
は
、

わ
が
生
涯
を
導
く
燈
台
の
光
な
り
し
。

長
生
き
し
て
不
幸
な
る
子
を
嘆
く
母
あ
り
、

若
く
し
て
幸
福
な
る
子
を
残
し
て
逝
く
母
あ
り
、

母
も
し
、
少
く
と
も
四
十
オ
ま
で
生
き
し
な
ら
は
、

我
は
彼
女
の
栄
養
学
に
よ
り
て
斃
れ
て
あ
り
し
な
ら
む
。

さ
れ
ど
母
は
永
遠
な
り
、

あ
け
く
れ
母
は
我
が
傍
に
あ
り
。

桜 像

沢

女ロ
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十
年
も
前
に
タ
イ
ム
で
世
界
に
恥
を
さ
ら
し
た
パ
チ

ン
コ
が
、
益
々
大
き
な
興
行
に
な

っ
て
い
る
の
を
私
は
見
た
。
日
本
に
来
て
見
て
、
悲
し
く
思
う

コ
ト
は
タ
ク
サ
ン
あ
る
が
、

パ
チ

ン
コ
が
流
行

の
王
座
に
座

っ
て
い
る

コ
ト
ほ
ど
哀
れ
な
痛
ま
し
い
コ
ト
は
な

い
ぅ

映
画
館
よ
り
収
入
が
多

い
の
で
は
な

い
か
。　
パ
チ

ン
コ
は
世
界
中
日
本
以
外
に
は
ド

コ

も
な

い
ノ

し
か
し
、　
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
夜
を
明
し
た
り
、　
ど
一島
女
郎
衆
」
か
ら

「
こ
の
ヤ
リ
を
」

ま
で
合
唱
し
て
料
理
を
く

っ
て
、
酒
を
の
ん
で
、
翌
朝
歳
の
ク
レ
の
鮭
の
様
に
満
員
電
車

で
揺
ら
れ
て
ゆ
く
サ
ラ
リ
ー

・
ド
レ
イ
達
が
タ
ク
サ
ン
い
た
、

（
ツ
シ
テ
い
る
）
国
だ
か

ら

コ
レ
も

一
寸
も
フ
シ
ギ
で
は
な

い
ｃ

パ
チ

ン
コ
屋
、
映
画
館
、
カ
フ
ェ
、
西
洋
料
理
屋
、
そ
こ
に
満
員
の
善
男
善
女
、
ヤ
ク

ザ
の
む
れ
、

エ
ス
勁
レ
ー
タ
ー
の
最
後
に
立

っ
て
い
る
美
し

い
娘
が
キ
カ
イ
の
様
に

「
毎

度
御
来
店
下
さ
い
ま
し
て
…
…
…
」
を
く
り
か
え
し
て
月
給

一
万
円
を
も
ら
っ
て
い
る
国
、

「暮
し
の
手
帖
」

が
よ
く
売
れ
る
国
、　
一あ
る
娘
の
敗
戦
日
記
」
が
出
版
さ
れ
る
国
―

私

は
考
え
た
。

私
は
大

い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
そ
し
て
大
発
見
を
し
た
。

こ
の
哀
れ
な
渡
世
と
ド
レ
イ
教
授
の
国
は
、
私
の
一
生
を
賭
け
る
国
で
は
な
か
っ
た
の

だ
′こ
ん
な
国

で
有
名

に
な

っ
た
ら
、
ソ
レ
こ
そ
大

へ
ん
だ
。
死
ん
で
か
ら
地
獄

へ
ゆ
く

コ

叫璃燎疇綺いだ姓
′ヽきばか
二るが”到
しヽ獄ａしヽ／る刻獄で有名になる位ならイ
ッソ山

私
の
人
生
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
あ
そ
ば
ざ
る
モ
ノ
食
う
べ
か
ら
ず
」
だ
。

こ
の
世
で
最
大
の
、
そ
し
て
最
高

の
ア
ソ
ビ
、
人
間
の
最
高
の
思
想
を
ナ
デ
ギ
リ
に
し
て
、

最
大
の
快
哉
を
叫
び
つ
づ
け
て
、
老
子
の
様
に
行
方
を
く
ら
ま
す

コ
ト
だ
。

鳥
は
大
空
を
自
由
に
と
ん
で
い
る
。

蝶

々
は
花
か
ら
花

へ
。

虫
は
恋
を
す
る
タ
メ
に
円
舞
し
、

一
生
恋
を
歌

い
つ
づ
け
、

ウ
サ
ギ
は
雪
の
深
山
に
内
蔵
し
、

バ
イ
キ

ン
や
バ
イ
ラ
ス
は
生
き
た
人
間
を
食

い
ち
ら
し
、
食

い
あ
き
、
教
授
た
ち
を
養
う
タ
メ

ニ
無
数
に

:な

趾
翡
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刻

々
何
百
億
と
生
れ
、

ド
ゴ
ー
ル
は
自
分
が
亡
命
し
て
い
た
国
の
恩
人

（
ア
ル
ゼ
リ
ヤ
人
）
を
殺
し
、

「
人
民
は
麦
を
食
え
」
と
云

っ
た
大
臣
は
、
今
バ
ン
を
食
え
、
と
云

い
、

ド
レ
イ
を
解
放
し
て
殺
さ
れ
た
リ
ン
カ
ー
ン
の
国
の
大
統
領
は
、

一
億
八
千
万
の
ド
レ
イ
を
追

い
た
て
、
馳
り
た
て

て
、

（そ
の

一
億
二
千
八
百
万
人
が
慢
性
病
者
と
し
て
モ
ー
登
録
さ
れ
て
い
る
の
に
）
Ｃ
Ｂ
Ｒ
と
云
う
原
爆
よ
リ
モ

ッ
ト
恐
し
い
新
兵
器
で
お
ど
し

つ
づ
け
フ
ル
エ
上
ら
せ
て
い
る
。

ス
ベ
テ
ノ
文
明
人
は
病
気
や
バ
イ
キ

ン
の

ス
バ
ラ
シ
イ
南
瓜
の
馬
車
で
焼
場
に
は
こ
ば
れ
て
ゆ
く
〉́

ナ
ン
と
云
う
ス
バ
ラ
シ
イ
空
前
の
七
十
ミ
リ
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
だ
′

こ
の
壮
観
の
舞
台
を
、
か
き
消
す
必
要
が
ド

コ
に
あ
る
／

こ
の
ま
ま
ソ
ッ
と
し
て
お
い
て
、　
つ
づ
け
て
展
開
さ
せ
て
お
い
て

た
だ

一
二
ギ
リ
く
ら
い
ホ
ン
ト
ー
ノ
自
由
人
を

そ
の
数
万
、
イ
ヤ
二
十
億
の
エ
キ
ス
ト
ラ
の
中
に
ソ
ッ
と
し
の
ば
せ
て

お
も
し
ろ
い
熱
演
を
や
ら
せ
よ
う
／

あ
あ
′

人
生

は
か
く

も
オ

モ
シ

ロ
イ

モ
ノ
だ

っ
た
か
″

聞

け
／

あ
の
凄

い
、
大
地
を
ゆ
る
が
す
最
後
の
合
唱
を
′

ア
レ
が
悪
魔
と
神
の
合
唱
団
だ
′

三
十
億
の
見
物
は
手
に
汗
を
に
ぎ
り
し
め
、

カ
タ
ズ
を
あ

ん
で
幻
し
の
ス
ク
リ
ー

ン
を
見

つ
め
て
い
る
し

（
入
場
料
の
払
え
な

い
手
合
は
寒
さ
に
ふ
る
え
つ
つ
カ
ン
バ
ン
を
見
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
の
年
の
ク
レ
の

一
場
面
′

私
は
見
た
／

私
は
見
た
／

（京
都
に
て
）

「
新
し
き
世
界
へ
」
３
０
０
号
１
９
６
０
年
１
２
月
号
よ
り
）
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経
歴
書

明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
二
）
十
月
十
八
日
、
京

都
に
生
る
。

大
正
三
年
二
月
、
京
都
府
立
第

一
商
業
学
校
卒
業
。

同
四
月
、
神
戸
南
米
輸
出
入
商
　
滝
波
商
店
直
輸
部

に
入
り
、
同
時
に
神
戸
仏
語
学
校
第
二
学
年
入
学
。

大
正
三
年
二
月
、
仏
語
学
校
卒
業
、
同
時
に
、
第

一
次
世
界
大
戦
の
た
め
滝
波
商
店
閉
業
に
つ
き
失
職
。

同
四
月
、
仏
国
領
事
シ
ヤ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
氏
の
推
薦

に
よ
り
、　
ロ
ン
ド
ン
市
ウ
オ
ー
ム
ス
汽
船
会
社
の
チ

ャ
ー
タ
ー
船
万
栄
丸
事
務
長
と
な
り
、
第

一
次
大
戦

中
の
印
度
洋
、
地
中
海
の
遠
洋
航
海
に

一
カ
年
余
従

事
。大

正
四
年
　
神
戸
貿
易
商
仲
桐
商
店
支
配
人
と
な

Ｚ

つ

。

大
正
六
年
　
横
浜
羽
二
重
商
熊
沢
商
店
よ
り
資
金

を
借
り
、
貿
易
商
熊
沢
商
会
を
作
り
支
配
人
と
な
り
、

そ
の
後
隔
年
欧
米
を
廻
る
。

大
正
十
二
年
　
悪
辣
老
檜
の
資
本
家
の
陰
謀
に
よ

り
事
業
を
乗
取
ら
れ
た
の
を
機
会
に
東
京
に
移
り
、

大
正
三
年
よ
り
関
係
せ
る
東
京
社
団
法
人
食
養
会
と
、

田
中
館
愛
橘
博
士
、
田
丸
卓
郎
博
士
主
宰
の
社
団
法

人
日
本

ロ
ー
マ
字
社
の
事
業
―
―

ス
ナ
ワ
チ
畢
生
の

事
業
、
民
主
主
義
の
基
礎
た
る
自
由
と
平
和
の
原
理

の
生
理
学
的
生
物
学
的
確
認
と
社
会
化
に
よ
る
人
間

革
命
と
、
日
本
民
主
化
の
第

一
条
件
た
る
国
語
改
革
、

国
字
革
命
運
動
に

一
身

一
生
を
投
じ
、
爾
来
二
十
余

年
、
今
日
に
至
る
。

昭
和
四
年
　
十
数
年
来
の
生
理
学
的
、
生
物
学
的
、

人
間
革
命
の
成
果
を
世
界
に
発
表
す
べ
く
欧
州
に
無

銭
旅
行
を
試
み
、　
パ
リ
に
於
て
、　
自
説
の
理
論
的

（医
学
的

・
生
物
学
的
）
展
開
と
、
技
術
的

（治
療

法
）
展
開
を
試
み
、
勝
利
の
見
通
し
つ
き
た
る
を
も

っ
て
、
昭
和
十
年
十
二
月
帰
朝
す
。

（今
日
、
パ
リ

を
中
心
と
す
る
東
洋
医
学
、
漢
方
、
鍼
、
灸
術
の
流

行
は
、
パ
リ
の
最
大
の
医
学
出
版
業
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

社
よ
り
十
七
年
前
発
行
せ
る

「東
洋
医
学
」
に
そ
の

端
を
発
す
。
又
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
日
本
文
化
研

究
、
今
日
の
如
く
盛
大
に
な
り
し
は
、
パ
リ
最
古
、

最
大
の
文
化
的
出
版
業
プ
ロ
ン
社
よ
り
当
時
出
版
せ

る

『花
の
本
』
、
同
じ
く
最
大
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
出
版

業
ブ
ラ
ン
社
よ
り
出
版
せ
る

『摩
訂
般
若
波
羅
蜜
多

心
経
』
、

『歎
異
砂
』
、

『科
学
的

・
哲
学
的

。
東
洋

無
双
原
理
』
そ
の
他
各
方
面
の
新
聞
雑
誌
に
発
表
せ

る
論
文
を
、
そ
の
文
献
の
中
に
収
む
。

昭
和
四
年
よ
り
同
十
年
末
ま
で
の
滞
欧
中
、
殆
ど

毎
年

一
回
帰
朝
、　
一
、
ニ
カ
月
を
内
地
に
送
り
、
そ

の
都
度
、
迫
り
来
る
東
亜
の
険
悪
な
る
風
雲
を

一
掃

す
べ
く
、軍
令
部
、
参
謀
本
部
に
出
頭
し
、
再
三
、
再

四
世
界
を
敵
と
す
る
事
の
不
可
を
力
説
し
、
荒
木
貞

夫
、
飯
村
穣

（後
の
総
力
戦
研
究
所
長
、
太
平
洋
戦

参
謀
総
長
、
帝
都
防
衛
最
高
司
令
官
）
を
説
服
し
、

桜

女日
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東
西
両
洋
の
相
互
理
解
の
た
め
に
協
力
せ
し
む
。
当

時
今

一
歩
突
込
み
し
な
ら
ば
荒
木
氏
を
動
か
し
空
前

絶
後
の
不
祥
事
件
を
或
は
阻
止
し
得
た
ら
む
。

昭
和
六
年
　
同
志
を
よ
り
多
く
獲
得
す
る
た
め
、

軍
部
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
講
演
を
試
み
た
る

た
め
、
右
翼
暴
力
団
に
再
三
襲
わ
れ
た
る
が
為
講
演

を
ま
と
め
、

『
日
本
を
亡
ぼ
す
者
は
タ
レ
だ
』
な
る

軍
部
糾
弾
の
書
、
反
戦
思
想
の
書
と
し
、　
一
時
危
険

を
避
く
る
た
め
、
出
版
を
同
志
に
托
し
て
帰
仏
す
。

右
出
版
物
は
、
所
謂
愛
国
主
義
者
、
軍
部
の
ご
う
ご

う
た
る
非
難
の
的
と
な
り
、
爾
来
毎
年
帰
朝
の
都
度
、

自
由
に
講
演
を
試
み
る
能
わ
ず
秘
か
に
早
々
帰
仏
す
。

昭
和
十

一
年
　
身
辺
に
迫
る
危
険
を
緩
和
す
る
た

め
、
久
迩
宮
朝
融
王
、
久
迩
宮
大
妃
、
伏
見
宮

一
家
、

松
平
家
、
徳
川
家
等
の
健
康
指
導
者
と
な
り
、
或
は

同
僚
カ
レ
ル
博
士
の
名
著

『人
間
こ
の
未
知
な
る
モ

ノ
』

（岩
波
）、
　

ア
ラ

ン
デ
イ
博
士
の
問
題
作
、

『西
洋
医
学
の
没
落
』
等
を
訳
出
し
、
或
は

『食
物
だ

け
で
病
気

の
癒
る

〔新
〕
食
養
療
法
』

（実
業
之
日

本
社
）

（同
書
は
数
百
版
を
重
ね
た
り
）
を
出
版
、

暫
く
医
学
的
、
哲
学
的
著
作
家
と
し
て
姿
を
く
ら
ま

す
ｏ

（右

『
人
間
』
は
、
昨
年
中
、
水
島
博
士
が
天

皇
に
御
進
講
せ
り
。）

昭
和
十
五
年
九
月
　
大
津
市
に
無
双
原
理
講
究
所

開
設
。

昭
和
十
六
年
二
月
　
再
び
国
際
問
題
の
言
論
に
復

帰
し
、

『健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て
』
を
出
版

（十
万
部
）、
そ
の
扉
に
、
『近
衛
公
以
下
全
て
の
日

本
指
導
者
に
告
ぐ
』
の

一
文
を
掲
げ
、

『
卿
等
が
今

日
見
る
が
如
き
政
策
を
根
本
的
に
改
革
せ
ず
ば
、
卿

等
は
十
年
を
出
ず
し
て
日
本
を
亡
ぼ
し
、
現
在
の
フ

ラ
ン
ス
の
如
き
困
窮
と
混
乱
の
ド
ン
底
に
沈
没
せ
し

め
る
で
あ
ろ
う
』、
『
し
か
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
指
導

者
ら
が
銃
殺
さ
れ
た
る
こ
と
を
銘
記
せ
よ
』
と
断
言
。

舌
端
再
び
過
激
に
走
り
、
圧
迫
の
暴
力
、
漸
く
身
辺

に
及
ぶ
。
四
年
後
こ
の
断
言
実
現
す
。

同
五
月

　

『最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝
つ
者
』
を

出
版
し
、
英
国
の
印
度
放
棄
、
そ
の
方
法
と
条
件
、

ガ
ン
デ
イ
の
暗
殺
を
予
言
す
。

（五
年
後
実
現
）

同
六
月

　

『
日
本
を
亡
ぼ
す
者
は
タ
レ
だ
』
反
戦

思
想
と
し
て
発
禁
。
紙
型
及
在
庫
二
千
冊
余
没
収
。

警
視
庁
、
検
事
局
、
愛
宕
署
、
西
神
田
署
等
に
て
再

三
留
置
さ
る
。

昭
和
十
八
年
七
月
よ
り
、
六
ケ
月
に
わ
た
り
、
大

津
憲
兵
隊
に
て
残
虐
な
る
取
調
べ
を
受
く
。

同
七
月
　
大
川
周
明
よ
り
佐
野
学
な
る
人
物
が
十

三
年
振
り
に
出
獄
せ
る
も
瀕
死
の
状
態
に
あ
る
事
を

知
り
、
ス
ル
が
台
佐
野
病
院
に
彼
を
訪
ね
、
そ
の
十

二
年
間
の
獄
中
生
活
に
同
情
し
、
彼
を
引
取
り
、
妙

高
温
泉
中
の
別
荘
に
招
き
、
真
の
民
主
主
義
の
最
高

の
理
想
た
る
自
由
と
幸
福
の
生
理
学
的
、　
生
物
学

〔的
〕
キ
ソ
を
理
解
せ
し
め
ん
が
た
め
、
十
月
ま
で
、

食
物
療
法
を
施
し
遂
に
生
命
を
と
り
と
め
、
生
活
費

を
与
え
て
九
州
に
送
る
。

軍
部
の
圧
迫
、
右
翼
暴
力
団
の
迫
害
日
に
日
に
増

大
す
。

十
九
年
七
月

一
日
　
日
本
敗
戦
近
き
を
断
言
し
、

第

一
線
に
あ
る
青
年
学
徒
四
十
名
に

「
オ
シ
モ
ノ
ヲ

ツ
ツ
シ
ミ
、
サ
イ
ゴ

ニ
カ
ツ
モ
ノ
タ
レ
」
と
の
同
文

電
報
を
発
信
す
。

（上
官
の
命
に
反
抗
す
と
も
、
必

ず
生
き
て
帰
れ
、　
の
意
）。
こ
の
電
文
に
よ
り
最
後

の
菊
水
部
隊
長
、
八
木
順
成
は
、
夜
間
沖
縄
突
込
み

自
爆
を
忌
避
し
、
無
事
部
下
と
共
に
帰
還
せ
り
。

同
七
月
二
十
日
　
大
学
生
部
隊
を
動
員
し
、
フ
ラ

ン
ス
反
戦
思
想
の
大
御
所
ア
ナ
ト
ー
ル

・
フ
ラ
ン
ス

及
び
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

（殊
に
そ
の
ク
レ
ラ
ン
ボ
ー

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
）
を
主
と
し
た
る
反
戦
思
想
の
書

『永
遠
の
子
供
』
と
、
軍
国
主
義
を
生
理
学
的
、
生

物
学
的
に
、
徹
底
的
に
粉
砕
す
る
思
想
を
も
り
た
る

『心
臓
を
入
れ
替
え
る
法
』
の
二
冊
を
秘
密
出
版
し

東
京
市
内
数
十
ケ
所
の
郵
便
局
よ
り
全
国
学
徒
、
青

年
に
発
送
す
。

同
十

一
月
末
　
ツ
イ

ニ
意
を
決
し
、
ソ
連
を
し
て

日
米
の
仲
裁
を
せ
し
む
べ
く
出
発
。
関
釜
連
絡
を
密

航
者
と
し
て
横
断
し
、　
ハ
ル
ビ
ン
に
着
く
。
浜
江
省
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次
長
田
村
敏
雄
を
宿
に
呼
び
密
議
し
、
同
氏
に
旅
行

免
状
を
作
製
さ
せ
し
め
、
単
身
馬
に
て
十
二
月
の
ソ

満
国
境
を
突
破
せ
ん
と
す
。
時
に
内
務
省
よ
り
反
戦

論
者
桜
沢
如

一
逮
捕
令
の
入
電
を
持
ち
て
、
浜
江
省

警
視
長
官
、
田
村
敏
雄
に
迫
る
。　
一
方
、
同
市
の
特

務
機
関
長
土
井
将
軍
の
命
に
よ
り
即
刻
銃
殺
す
べ
く

憲
兵
隊
桜
沢
如

一
を
追
及
す
。
田
村
敏
雄
と
ニ
ュ
ー

・

ハ
ル
ビ
ン
・
ホ
テ
ル
所
有
者
近
藤
繁
司
両
氏
の
厚
意

・に
よ
り
危
機
を
脱
出
し
、　
一
旦
帰
国
、
妙
高
温
泉
に

か
く
れ
、
新
計
画
を
作
成
し
、　
一
月
二
十
五
日
出
発

せ
ん
と
す
。
同
日
早
暁
、
中
山
村
警
官
隊
の
包
囲
を

う
け
、
午
前
十
時
ツ
イ
に
逮
捕
さ
れ
、
新
井
署
に
送

ら
れ
地
下
の
暗
室
に
放
込
ま
れ
、
三
ケ
月
間
零
下
十

余
度
の
暗
室
に
て
緩
慢
な
る
殺
人
法
を
試
み
ら
れ
、

極
度
の
衰
弱
に
陥
入
り
危
篤
に
瀕
す
。
二
月
末
、
同

署
員
の
肩
に
か
つ
が
れ
突
如
新
潟
署
に
移
さ
れ
、
残

酷
な
る
連
続
無
傷
拷
間
を
う
け
、
空
襲
の
都
度

一
般

留
置
者
は
釈
放
を
許
さ
れ
る
に
拘
ら
ず
、
只

一
人
手

錠
を
は
め
地
下
室
に
放
置
さ
る
。　
一
月
二
十
五
日
以

降
、
取
調
べ
を
う
け
ず
突
如
六
月
末
、
人
権
じ
ゅ
う

り
ん
の
訴
訟
を
起
さ
ざ
る
事
と
、
外
出
せ
ざ
る
事
を

条
件
と
し
て
釈
放
さ
る
。

同
七
月
初
め
、
帰
宅
後
、
飯
村
穣
が
帝
都
防
衛
最

高
司
令
官
に
任
命
せ
ら
れ
し
を
知
る
や
、
ク
ー
デ

タ
ー
の
計
画
を
作
製
し
、
急
ぎ
上
京
途
中
、
諏
訪
市

長
藤
森
清

一
朗

（鈴
木
貫
太
郎
顧
問
）
を
訪
ね
、
秘

密
計
画
を
打
ち
あ
け
、
甲
府
市
に
下
車
、
万
屋
旅
館

に
休
息
し
、
北
巨
摩
日
野
春
村
の
無
双
原
理
講
究
所

幹
部
と
連
絡
し
、
甲
府
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
た
る
秘

書
森
山
シ
マ
を
救
出
せ
ん
為
、
弁
護
士
、
同
志
ら
と

相
談
中
、
甲
府
署
刑
事
及
び
巡
査
十
数
名
の

一
団
に

よ
り
逮
捕
さ
れ
、
甲
府
署
に
留
置
さ
れ
、
翌
朝
南
ア

ル
プ
ス
山
中
長
坂
署
に
移
さ
る
。

（
同
日
、
甲
府
全

滅
）。二

十
年
九
月
　
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
の
命
に
よ
り
釈

放
さ
る
。

同
九
月

　

『特
高
を
廃
絶
せ
よ
』
の

一
文
を
、　
マ

ッ
ク
ア
ー
サ
ー
元
帥
に
送
る
。
数
日
な
ら
ず
し
て
特

高
壊
滅
さ
る
。
第
二

（神
道
廃
絶
令
）
以
下
第
五
ま

で
送
る
。

二
十
年
十
月

『
ナ
ゼ
日
本
は
敗
れ
た
か
』
を
出
版
。

同
十
二
月
　
身
体
の
衰
弱
や
や
軽
快
す
る
や
東
京

都
芝
区
三
田
小
山
町
五
小
林
類
蔵
方
に
真
生
活
協
同

組
合
を
起
し
、
全
国
同
志
に
よ
び
か
く
。

二
十

一
年

一
月
よ
り
東
京
前
記
、
真
生
活
協
同
組

合
に
て
、
民
主
主
義
長
期
連
続
講
座
を
開
く
。

同
八
月

　

『
民
主
主
義
講
座
』
を
山
梨
県
日
野
春

に
て
開
催
す
。

二
十

一
年
四
月
　
大
倉
山
精
神
文
化
科
学
研
究
所

を
借
り
受
け
、
横
浜
勤
労
大
学
を
創
立
し
、
ア
ル
バ

イ
ト
学
生
を
収
容
す
。

二
十
二
年
九
月

　

『
世
界
政
府

〔新
聞
ぎ

発
行
。

二
十
二
年
　
米
国
の
世
界
連
邦
建
設
運
動
Ｕ
Ｗ
Ｆ

に
加
盟
、
そ
の
平
和
思
想
、
民
主
主
義
普
及
を
始
む
。

二
十
三
年

一
月
　
一示
都
、
大
阪
、
名
古
屋
に
於
て

も
世
界
政
府
大
講
演
を
開
き
、
各
都
市
に
お
い
て
ラ

ジ
オ
放
送
を
な
す
。

同
四
月
　
月
刊

『世
界
政
府
』
を
創
刊
今
日
に
至

つ〈υ
。二

十
四
年
八
月
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
世
界
政
府
連

盟
副
総
裁
ノ
ー
マ
ン
・
カ
ズ
ン
ズ
氏
来
朝

一
週
間
滞

在
、
種
々
将
来
の
計
画
を
練
る
。

同
十

一
月
　
日
本
苦
学
生
代
表
と
し
て
、
学
生
久

司
道
夫

（
二
十
六
オ
）
を
独
力
渡
米
せ
し
む
。
目
下

米
国
世
界
政
府
運
動
総
裁

（ア
ラ
ン
・
ク
ラ
ン
ス
ト

ン
博
士
）
室
に
て
平
和
建
設
の
た
め
奮
闘
中
。

二
十
五
年
五
月
　
米
国
女
流
著
作
家
ミ
ス

・
フ
ロ

ラ
ン
ス

・
ラ
フ
オ
ン
テ
ー
ヌ

・
ラ
ン
グ
ル
、
シ
ン
シ

ナ
チ
放
送
局
よ
り
、
小
生
の
思
想
と
事
業
の
紹
介
を

放
送
し
、
そ
の
後
引
き
つ
づ
き
、
講
演
と
放
送
と
著

作
に
よ
り
全
米
に
小
生
の
思
想
を
宣
伝
中
。

二
十
五
年
九
月
　
第
二
学
生
代
表
篠
原
孝
宥

（
二

十
二
オ
）
を
独
力
渡
米
せ
し
む
。

（自
筆
原
稿
よ
り
）
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譜

1893

1906

1908

1912

1913

1914

10月 18日 京都市東山区祗園建仁寺の近 くで生 まる。
母・世津子死去,行年 32才。
肺,腸結核をはじめ,多 くの病気で苦しむ。
石塚左玄の食養法により健康を回復。

京都市立第一商絆 校を苦学 で卒業。神戸の南米輸出入商・滝波商店の小僧

となる。同時に,神戸仏語学校第二学年 に入学。 (神戸時代始まる )
第一次世界大戦のため,閉店,職を失 う。 4月 ,フ ランス領事シャルバンテ
ィエ氏の推薦により英ウ ォーム社のチ ャーター船「万栄丸」事務長となり,

第一次大戦中のインド洋,地中海へ,初めての遠洋航海に出る。 (一年余 )
神戸貿易商・仲桐商店支配人 となる。

社団法人食養会に入会。雑誌「食養雑誌 」に投稿を始める。

貿易商社・熊沢商店神戸支店長となり,主に羽二重を輸出。隔年に欧米をま
わる。

ローマ字文芸雑誌YoMI GAERIを 創刊。「大和言葉のよみがえ り」を提唱。
ローマ字による国字革命運動 の先鞭をつける。

日本最初の放送機と受信機 を,フ ラ/ス より持 ち帰り, ラジオ放送局の出発
点 となる。 また,パ ルヴォ撮影機 50台,デ ブリ社の高速度,徴速度撮影機
生フィルム (コ タ

・
ック )も初めて輸入。小型 カメラや映写機を考案 し特許を

とる。

大震災により,横浜本店壊滅を期に商売から手をひき,「食養会」「 日本ロ
ーマ字社」の仕事に一身を投ず。

食養会監事に就任,「 食養雑誌」編輯主任 となる。
第一回無双原理鮮 講習を夏,北海道で開 く。
十数年研究 した自説の「 無双原理」を世界に発表すべく,四月シベ リアを横
断 し,単身パ リヘと無銭旅行。 ド/底生活を しつつ,ソ ルボンヌ大学,パス
ッール研究所に学ぶ。一方, 東洋医学 (鍼灸 ),華道,柔道,句道,造園技
術等の論文を各方面の新聞雑誌に発表する。

パ リ・グラン社から仏文 の最初の本「東洋の哲学及び科学 の無双原理」と陀

の本」を出版。滞欧中毎年一回は帰国,そ のつど迫 り来る東亜 の険悪なる風
雲を一掃すべ く軍令部,参謀本部に出頭,警鐘を乱打する。
フランス人秘書クキーユ氏 を伴い帰国。超小型軽飛行機「空 の風」 (プ ー・

デュ・ シエル)の専売権を持ち帰る。翌年二月飛行,国産 さる。
社団法人「食養会」の監事 ,やがて会長に就任。月刊「食養」 (明治 40年
11月創刊 )は全国に普及,購読者一万人の盛況をみる。「 食物 だけで病気
の癒る 。新食養療法」(実業之 日本社 )は ,超ベス トセラーとなる。

1915

1916

1917

1919

1920

1924

1927

1928

1929

(高祖英二編 )

明26

大 1

大 2

大 3

ブモ 4

ブ【 5

大 6

大 8

ブヽ  9

大13

昭 2

昭 3

昭 4

昭 6

昭12
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昭14

昭15

昭16

昭 18

昭 19

昭20

項年

1939

1940

10月 19日 ,食養会本部 (芝田村町 )付属の瑞穂医院 (麻布霞町 )閉鎖さ

る。「食養111月 号に「食養会よ。/さ ようなら。/」 を発表し去る。
9月 ,滋賀県大津市に無双原理講究所を創設。第一回,健康学園を夏,宇治

山田虎尾山と信州菅平高原で開く。

3月「健康戦線の第一線に立ちて」の書により露骨に反戦論, 日本必敗亡国

論を展開, 10万部以上頒布,(10カ 月日に予言通り,第二次世界大戦
開始 )。 この書の扉に日本の敗戦の可能性を警告 (4年後に実現 )。
5月 「最後にそして永遠に勝つ者」 を出版,英国のインド放棄。 その方法と
条件,ガ ンジーの暗殺を予言 (5年後実現 )。
6月 「日本を亡ぼすものはたれだ」の書が,反戦思想として発禁さる。

紙型および在庫二千冊余没収`警視庁,検察庁,愛宕署,西神田署等に
て再三留置され,残虐なる取調べを受ける。
7月 頃,軍部の圧迫,右翼暴力団の迫害, 日に日に増大する。

7月 1日 ,日 本敗戦近きを断言し,第 一戦にあるPU青年学徒 40名に「オ

シモノフツッシ=,サ イゴ
ニカツモノタ L/」 (上官の命に反抗すとも,必ず

生 きて帰れ,の意 )の電報を発信。

11月 末, ソ連に日米の仲裁をさせんと密航してハルビン至1暗。満州国教育

司長・田村敏雄氏より旅券を得て,単身馬にのって 12月 のソ満国境を突破

せんとす。この時, 内務省より「反戦論者桜沢如一をタイホせよ」の人電あ

り,警視長官,田村氏に引渡しを追る。一方,特務機関長土井将軍の「即亥り,

桜沢如―を銃殺すべし」の命により,憲兵隊に追及さる。田村氏,ニ ューハ

ルビンホテル近藤繁司両氏の御厚意により,危機を脱出し,一旦帰国して妙

高温泉にかくれ,新計画を作製。
1月 25日 早暁,警官隊の包囲をうけ,午前 10時ついに逮捕され,新井署

に送られ,地下の暗室に放り込まれ, 3カ 月間零下十余度の暗室にて緩慢な

殺人法を試みられ, 極度の衰弱に陥 り,危篤に瀕する。 3月 末,同署員の

肩にかつがれ新潟署に移され,残酷なる連続無傷拷間をうける。 6月末,突

然釈放される。左足の自由及び,視力 80%失 う。 7月初め,帰宅後飯村穣
氏,帝都防衛最高司令官に任ぜられしを知り,クーデターの計画を作製して,急、

ぎ上京途中,諏訪市長・藤森清一朗氏を訪ね,秘密計画をうちあけ, 甲府市

に下車,旅館に休息して,山梨県日野春の無双原理講究所幹部と連絡し,甲

府刑務所に収容されたる秘書,森山シマさんを救出せんため,弁護士,同志

らと相談中,甲府署几厚及び率杏十数名の一日により逮捕され甲府署に留置

さる。翌朝,南アルプス山中,長坂署に移さる。 C同 日,甲府市空襲で全洗

森山シマ奇跡的に助かる。 )

8月 15日 ,敗戦。 9月 マッカーサ~の命により釈放さる。

9月 より,長期「民主主義講座」を始め,また,「特高を廃絶せよ」等,次々

に 5通 の公開状をマッカ~サ ~元帥に送る。何れも日ならずして実現さる。

10月 ,「ナゼ日本は敗れたか」を出版, 日本敗戦の真因を明らかにし,敗

戦国日本の進路,方策を示唆す。
12月 ,身体の衰弱,やや軽決すると芝三田小山町,月 林ヽ類蔵氏宅に,「真
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昭21

昭22

昭23

昭 28

昭29

昭31

昭 32

昭 33

昭 35

昭37

事年

1949

1953

1954

組合」を起 し,月 刊「 コンパ」 し,全国の
4月 ,神奈川県厚木に横浜勤労大学 (YLC)を 創設。
10月 ,横浜,大倉山精神文化研究所に移転。アルバイト学生を収容,毎夜
および日曜日,定期的にPUゼ ミナールを開 く。
世界連邦建設運動(UWF)に 力「盤,そ の平和思想,民主主義の普及に努力。
公職追放をうく。皮肉にも,そ の嗜書「 日本を亡ぼすものはたれだ」によっ
てである。

日吉にM.I.(メ ゾン・イグノラムス )創設。
このころ,住居も,芝の月ヽ林邸から,横浜の妙蓮寺, 日吉,東京代々木西原
と移る。

A New schoOl(AN S)宣 言,第一回公開ゼ∫ナール開 く。 8月 ,ニ
ューヨーク・世界政府連盟副総裁ノーマ/・ カズンズ氏来日一週間滞在する。

10月 14日 ,「サードハナ」号で神戸港出帆, インドに渡る。以降, アフ
リカ,欧米各国を講演と著述 と出版のため,巡遊 となる。
「日印クラフ

・
」倉り設。

無双原理講究所 (uPI)設 立。
ブラバルタク文化大学院,オ ーロピンド大学に日本部を作る。
毛沢東にオープンレタTを送 り,彼の健康と新生中国の政策につき提言す。
インド抑留の沖縄漁民 34名 の救出運動。
6月 28日 ,「ステーッ・ォブ・ボンベイ」号にて,ア フリカヘ向う。
10月 29日 , ランパレネ着, シュグァイツェル病院の食生活改革の第一弾
を放つ。

シュヴァイッェル博士 と会 見Ю恐ろしい熱帯性 の,あ らゆる病気 の治療法を
教え, その黒人酷使,食生活,世界観の改正を進言するも容れ られず。
1月 15日以降,熱帯性潰瘍 (死亡率 loo%)に かかり,全身ただれ, リ
マ夫人の肩にすがって,赤道直下横断死の行進を続けたるも,医薬を用いず
食養と60日 の断食により全快す。
2月 29日 ,パ リ着。 25年ぶ りの渡仏, 30年前,西洋に初めて日本から
持ち来 り播いた,文化のタネが芽を出しているのに驚 く。
ベルギー, スイス, ドィッ,ス エーデン, イタ リア,イ ギリスで,昼 も夜も
講演を続ける。欧米各地に 50余 の研究団体,正食レス トラン,純正食品製
造加工工場 (リ マエ場 カメヨ )販売店,定期刊行物発行所が生れ,欧米10
カ国語に, 20種 余りの著書が訳され,数百万人 の正食実行者を得た。
8月 ,財団法人「無双原理講究所世界本部」をバ リに設ム
12月 ,「世界市民共和国」,初の日本人代議士 となる。
第一期七年間 の世界武者修行旅行は,最後の米国訪問四カ月で終 る。第二期
八年が 7月 1日 の再度の訪米から始まる。
7・ 8月 ,米国ニューョーク州 ロングアイランドに,第一回サマーキャンプ
を開催。

「新しき世界へ」4月 号に「無双原理天文学入門」を掲載 (以下同誌名省略 )

1957

1958

1960
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昭37

昭38

昭39

昭40

昭 41

項事

6月 , スエーデンに講演旅行,同国に正食運動高 まる。
9月 ,西 フランス海岸で,第 7回国際 PUキ ャンプ開 く (ニ カ月 )。
フランス最大の週刊誌 "Noir et Blanc"で五回にわたり,「西欧人を

救 うコノ東洋人・ 桜沢如一」として大々的に宣伝 される。

10月 号  「生体による原子転換」 (ケルプラン著 )掲載。
11月 ,ニ ューヨーク名物「五時間放送討論会」に出る。

12月 号,「生物 による原子転換」掲載。

2-3月 号に「健康の第七の条件」を発表。従来の健康評価法・ 六大条件に

「正義」を追加。

第一回カリフォルニア国際PU夏期大学 キャンプ開始。
米国ケムプリッジに東洋哲学研究所開設。

7月 , フランス, パロン海岸( 第 8回国際東洋哲学人間大学の講義をする。
8月 18日 , ケネディ大統領暗殺予言のニュースハ  ニューヨークの大新聞
「ヘラル ド●トリピューン」紙の第一面記事となる。 (1年後に現実 となる )。

2月 号,「癌は人間の仇敵か恩師か」掲載。

6月 21日 午後 5叱 Na(ナ トリウム )→K(カ リウム )の原子転換実験
に成功。原子番号 82番 までの元素は,全てCと 0か ら創造できることが証

明され,ただちに世界各国支部に向け速報された。「 私は老子の言 う『 錬金

術 」科を見事卒業 した./こ んごは,金,白金, ダイヤ等の量産化・ 工業化の

段階に入る」と宣言。

TAO(オ ーサ ワ原子転換研究センターHEDES)発 足。
10月 18日 , C(炭素 )→ Fe(鉄 ), 11月 11日 , Au(金 )の原子

転換に成功.

3月 14日,原子転換研究センター第一回出資総会をひらく。
5月 13日 ,ベ トナム戦争下のサイゴン市に到着。 16日 ,ユエ市の三百人
の正食実行者に迎えられ,講演会を開 く。後, カルカッタ, ミュンヘ ンを廻

ってパ リに到る。

7月 号,「 精神文化オリンピック」 (東洋精神文化国際夏期大学 )提唱。

10月 ,新東洋大学 (TES)開 校。
この年, 102日 間に 3万キロ以上 も飛び,欧米 5カ所の講座を巡講 (53

年間で最大のキャンプに成功 )。

1-2月 号に,「 世界平和を建設するための生物学的・ 生理学的・ ビオエコ

ロジックな「世界正食平和宣言』」(草案 )を 発表。英 0仏 0日 文で同時に全

世界の支部,同志に発送された。
3月 号  「世界恒久平和憲章一―世界平和についての東洋の最初の発言一」

を発表。

4月 24日 午後 5時半,永遠の世界へ出発

6月 号「意志教育五十年の実験報告」掲載。

7, 8月 ,世界各国 より100人 の参カロを得て第一回世界精神文化オ リンピ

ック開く。
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△ 大  8
ブ(  9

大 10

大 12

日召  2
〃

昭  6
1召   7

昭 10

昭 11

昭 12

昭 13

昭 14

昭

△

|

9

3.

6

9.

3 20.

9. 15.

10 18.

6. 20

12 10

12  3

3 25

5.   1.

2 25

3    1

6 20

11 18

4 23

9    1

9   3

1

5 15

7   2

7    8

8    5

8   5

10 15

18.

鷲:鱗硫脚職胚
N剛 膠 i荘蝠 糧 蠍 蓼
最新映画製作法 (増谷麟共著 )
日本精神の生理学

石塚左玄

食養講義録 〔全 5冊〕 (食養学序論・食養学原論・食
養療法上・下・食養料理法 )

西洋医学の没落 <ア ランジイ著・ 翻訳>
白色人種を敵として

むすび (MUSU BI)創 刊 (月 Tll。 11年間 )
身土不二の原則

根本無双原理・ 易

結核の食物療法

自然医学としての神道

家庭鯨 読本

150

350
080

1.50

2000

180

030

020

100

0.20

120

070

1.80

010

1.60

01o

420

010

160

16o

010

100

050

030
150

150

088

040

160

030

050

ブト売J高

178

452
135

142

1700

332

128

62

156

43

192

163

332

29

24

203

9

402

413

13

111

111

98

114

286

199

124

328

68

35

(高祖英二編 )

定価  頁(△印は雑誌,新聞,太字体は重要な著作 )
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昭 14

昭 15

昭 16

昭 17

昭 18

昭 19

12. 18

1 12

3 25

4 28

6 15

6 18

8 10

11  8

12 30

2 20

3   1

3    1

3   1

3. 15

4 25

5    1

6    1

6 20

7   5

8 10

8 10

10  5

10

12 15

12 15

12 25

4   1

4 15

8 18

4. 30

6 10

6 25

7 25

9 20

9 20

12 28

5.   5

6 25

9 20

砂糖の毒と肉食の書

病気の治る食物

満州1食養読本

満州国の厚生運動 <田 村・森山。大河平・松田共著>
大陸版・正しい食物 の作 り方

米の知識とたき方たべ方

戦争に勝つ食物

食物の倫理

魔法の眼がね

食糧問題解決への道 (無双原理講究所・通信第 1編 )

宇宙の秩序 (無双原理の研究叢書。第 I期第 1編 )

不思議な世界 (I-2)
人間の秩序 (I-3)
「 国民体位低下の根本原因」を衝 く座談会 (通信 2)

焦眉の食糧政策建直 し (通信 3)

同志に告ぐ(通信 4)

健康学園

健康戦線の第一線に立ちて

うさぎのビピ(I-4)
一つの報告 (1-5)
わが生命線爆破 さる (I-6)
不幸な人々く小川みち共著>

日本を亡ぼす ものはたれだ

ウナギの無双原理 (I-7)
自然科学の最後 (I-8～ 12)

正 しい食物について

健康の学校

生命現象と環境 (I-1)
無双道 (通信 5)
新 しい栄養学 (Ⅱ -2～ 8)

食養料理の作 り方

最後にそして永遠に勝つ者 (■ -9)
バス トウールの審判 (■ -10)
PU中国四千年史 (Ⅲ -1, 2)
食 物 と人 生 (Ⅱ -11,12)
パイキンの国探険 (Ⅲ -3～ 5)
未開人の精神と日本精神 (Ⅲ-6～ 12)
兵法七書の新研究 (Ⅳ-1)
心臓を入れ替へる法 (V-1)
PU経済原論 (Ⅳ-2)
永遠の子供 (V-2)

0601

1.50

075

040

02o

080

1.30

160

200

010

030

030

030

010

0.10

0.10

1.8o

060

030

0.30

030

030

095

030

150

010

180

040

リト売品

280

020

非売品

ブ嚇

非売品

非売品

り1売J詰

ブト流ヨ詰

ブト鵜

ブト嚇

ブト鵜

1000

136

266
166

106

38

170

238

272

302

25

85

73

72

24

29

44

187

134

78

95

80

101

177

68

285

37

31o

63

60

507
117

70

78

127

94

170

315

156

190

338

160
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△ 昭 21

昭 22

昭 23

昭 24

昭 25

昭 26

昭 27

昭 28
昭 29
昭 32

昭 33

昭 34

△

8. 15

10. 25

5. 22

2 28

7 15

11. 26

7 15

8. 15

6. lo

12. 15

12.20

12. 25

12. 10

7 25

2

4 24

12  1

12.  1

子薬ぶ讐iよ『Υ爾ガ聰f月恵ピξ昇
)

ナゼ 日本は敗れたか (Ⅵ― I)
カレル「人間」解説

天国の鍵

人間革命の書

健康 と幸福えの道

世界政府新聞 (SEKAI SEIHU)創 刊 (11年間 )
クララ 0シ ューマン

フリップ物語解脱

サーナ (SANA)創 刊 (月 刊 10年間 )
平和 と自由の原理

東洋と西洋の会合 (上巻 )
″   (下 巻・ I)西洋文明の意義
″   ( ″ Ⅱ )東洋文明の意義
″   ( ″ Ⅲ )根本問題の解決

永遠の少年

カ リンズ先生<小り||二郎共編>
食養料理法 <桜沢 リマ共わ
続・ 永遠の少年

世界無銭武者旅行

MI通 信創刊 (月 IFl1 0 4年 間 )
日本女性最初の中央 アフリカ欄断記<桜沢 リマ共著>
東洋医学

千三百年前の一自由人 (コ ンバ文庫 1)
コンパ文庫 3

″    4

″    5

″    6

イワナとキノコ (コ ンパ文庫 2)
摩 周湖の翻

生体による原子転換 <クルグラン著・ 翻訳>
自然の中の原子転換 <  ″     ″ >
健康 と幸林 の御招待

科学文明の悲劇 と東洋精 神

生命現象と環境

健康の七大条件

病気を治す術 病人を治す法

108

35

100

50

90

70

300

60o

200

200

200

120

150

200

120

400

120

非売品

200

300

250
400

1500

2500

50

30o

480

480

14

108

139

115

143

208

138

102

330

423

240

335

120

176

330

152

456

97

157

308

326

221

364

138

22

179

20o

16

16

110

125

138
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エ
ロロ よ るこ

Ｄ

Ｌ

Ｖ

フ フ ン ス 語
―現在 14冊刊行中一

―現在 7冊刊行中―菫
ｍ米英

I93I I f," frincipe Unique de Ia Science etdelaPhilosophie dtExtr6'me-

″ |::iTlvlrlsP∫ i:lls(P lon,Paris)
1934  1 LP Acupuncture et laMざ decine chinoilse(Le FrangoiS, Paris)

1952 1 Le Livre du」 udo(Sekai Seihu Kyokai,Tokio)

19b5 I eiO"-Memoire de la M6decine Macrobiotique (CI, Paris)

t 9 b 6 1 Cuia. Pratique de la Mdde cine d' Extr6me-Orient ( u )

,, I Le philosophie de la Mddecine dExtrGme-Orient (Vrin, Paris)

r 9 b8 | .1".t et Madame Mitie dans la Jungle dite KCivilisation)
( Debresse, Paris)

1961 | A"upun.ture Macrobiotique (Sesam' Paris)

', I Le 'lnn Mac robiotique ( Vrin, Paris )

tg62 | f ir" atomique et la Philosophie d'Extr6me -Orient ( x )

196 5 | L" C"n"", et Ia Philosophie dtExirGme -Orient ( u )

ure et la Vlldecine dt Extr6me -Orient ( t )

1∫701聟uv∬leT種糧lliliqr撫lmetthttd,品c“bn(〃 )

Le Zen et la Macrobiotique(   ″   )
でYIN一 YANG"(月 刊 01957年創干1)
熙PRINCIPE UNIQUE― LE TTRE DU TENRYU"(月 刊|)

t 96 5 | Zen Macrobiotics (Ohsawa Foundation)
, I You are aIl Sampaku (University Books)

r966 I fn. Book of Judgement (Ohsawa Foundation)

19 67 | Th. Mu".obiotic Guidebook f or Living (Ohsawa Foundation )

1970 1 Acupuncture ard th PhibSophy of t"FarJast(TaO BookS,Los Ange Ls)

tgTl I C"n"ur and the Philosophy of the Far-East (Swan-House)

,, I Macrobiotics:An Invitation to Health and Happiness

(George Ohsawa Macrobiotic Foundation, San Francisco)

,, I Lif e and Death(George Ohsawa I\1[acrobiotic Foundation, SanFrancisco)

1973 | Th" Uniqnu Principle, the Philosophv of Macrobiotics
(George Ohsawa Macrobiotic Foundation, San Francisco)
"The Order of the Universe" "The Macrobiotic"(Monthly)
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ド イ ツ 語 ―現在 9冊刊行中―

Kurzen Abriss der Medizin des Fernen Ostens(「東洋医学の要約」 )
Wunder der Diatetik(「食養の奇跡」 )
Macrobiotische Ernahrungslehre nach Ohsawa(「 オーサワ式食養法」 )
」ack und Mitie (「 ジャックとミチ」 )
Praktischer Leitfaden der Macrobiotischen Heilkunde

des Fernen Ostens(「 東洋のマクロピオティッタ医学入門」 )
Akupunktur― Buch(「鍼の本」 )

Die Fern6stliche Philosophie im Nuklearen Zeitalter
(「原子力時代の東洋哲学」)

Krebs und FernOstliChe Philosophie der Medizin(「 ガンと東洋哲学」)

Judo Buch(「柔道の本」)

花の本

Zen Makrobiotik(「ゼン・マクロビオティック」)

"Lebensgluck"(月 fll。 1959年 倉1刊1)出版は OHSAWA― ZENTRALEな ど

ベ トナ ム 語 ―現在 8冊刊行中―

玄米のたべ方
ゼン・マクロパイオティックス

原子力時代

奇跡的治療法

ガンと東洋哲学

中国四千年史

新食養療法

西洋におけるジャックとミチ

「 ノン・ヴイ」 ("Song Vui・ )(月 刊 )

スエー ァ ン語

VAGEN TILL HALSA― o℃ h LYCKA
Genom Zen一 MakrObiotiken(Institutet fur biologisk
halhet Och makrobiotik, Resar∵ 。ch stockholm。 1964)

プ ラジル 語

MacrobiOtica Zen Brasil― Associab MacrObi6tica de
POrtO Alegre(1970。 第 2版 )

ベル ギー (仏文 )
tS PIRALE"(Centre lgnoramus de Belgique O月

刊1)

■ このほか,主要著書は,スペイン語, ボル トガル語, イタリア語,オラング語, トルコ語,ヘブラ
イ語で多数出版されている。
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桜 女ロ ーー
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GEORGE OHsAWA

フォトアルノゞム

あ
る
希
望
に
か
が
や
く
新
婚

の
二
人

桜

沢

里
　
真

今
か
ら
八
十
四
、
五
年
以
前
の
あ
る
日
、
若
い
一
組
の
夫
婦
が
美
し
い

生
ま
れ
故
郷
紀
州
を
後
に
、
京
の
都
に
出
て

一
旗
あ
げ
た
い
と
、
大
き
な

抱
負
を
胸
に
船
を
こ
い
で
天
龍
寺
の
問
前
に
上
陸
し
ま
し
た
。
新
妻
は
急

に
産
気
づ
き
男
子
を
無
事
に
出
産
し
ま
し
た
。
そ
の
子
供
が
七
十
四
オ
で

死
ぬ
ま
で
世
界
を
ま
た
に
活
躍
し
続
け
、
偉
大
な
業
績
を
遺
し
た
桜
沢
如

一
そ
の
人
で
し
た
。
彼
は
母
と
同
じ
く
世
に
ま
れ
な
努
力
の
人
で
あ

っ
た

の
で
し
た
。
如

一
は
不
幸
に
し
て
六
オ
の
時
、
父
親
は
家
出
を
し
、
十
オ

に
し
て
母
は
肺
病
で
死
亡
、
天
涯
孤
独
の
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

如

一
は
苦
し
く
て
亡
く
な
っ
た
気
丈
な
母
親
か
ら
の
精
神
を
受
け
て
い
た

の
で
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
耐
え
、
苦
労
に
苦
労
を
重
ね
、
本
も
買
え
な
い

ほ
ど
の
貧
乏
に
も
耐
え
、
苦
学
の
末
、
商
業
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

母
か
ら
は
、
専
門
家
に
は
決
し
て
な
ら
ぬ
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
勉

強
し
、
全
て
の
こ
と
に
通
じ
、
人
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
を
し
な
さ
い
と

言
わ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
そ
の
間
、
た
え
ず
勉
強
し
、
研
究
を
重
ね
、

人
を
助
け
る
こ
と
に
専
心
、
人
類
の
幸
福
、
平
和
を
願
い
、
寝
食
を
忘
れ

て
努
力
し
て
来
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
い
た
の
で
し

た
。
普
通
の
人
の
で
き
ぬ
困
難
も
乗
り
越
え
て
、
彼
独
得
の
東
洋
哲
学
に

よ
る
生
物
学
的
、
生
理
学
的
応
用
と
し
て
の
実
用
弁
証
法
、

「自
由
と
平

和
」

「健
康
と
幸
福
」
の
原
理
を
、
わ
か
り
易
い

「宇
宙
の
秩
序
」
と
し

て
説
き
明
か
し
、
日
本
を
初
め
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
北
米
、
中
南
米
に
ま
で
広
め
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
桜
沢

の
写
真
集
に
よ
っ
て
故
人
の
業
績
の

一
部
を
思
い
、
し
の
ん
で
正
食
を
実

行
し
て
頂
け
た
ら
、
第
七
天
の
故
人
も
ど
ん
な
に
満
足
に
思
う
こ
と
で
し

ょ
う
。
桜
沢
は
時
間
で
も
何
で
も

「
ム
ダ
」
を
大
層
き
ら
い
、　
一
分
で
も

お
ろ
そ
か
に
し
な
い
人
で
、　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
紙
き
れ

一
枚
で
も
、
必

ず
両
面
を
使
う
様
に
し
て
皆
を
教
育
し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
心
し
た
い

も
の
で
す
。
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18年 )

1936年 ),天香氏宅。
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日本===JAPAN〔 2〕

|[‡キ』11:二 :[官 :::i[1を i〔菫F∫
ξ章lTT::年 子鳥11∫

38年 )北海道行。
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日本=一JAPAN〔 3〕
〔上〕昭和 16年 (1941年 )49才,山梨。
朴千石君壮行会。 〔下〕昭和24年 12月 (
にな った G.0。

〔中〕昭和26年 10月 31日 (
1949年 )57才,ク リスマス。

1951年 )59才 ,

サンタクロース

踪
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日本===JAPA N〔 4〕
〔上〕昭和15年春(1940年 )48才。
〔下〕昭和 15年春,満州・大連における講演会。
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フランス==FRANCE〔 1〕
[雫十晶鶏11年 i『∫::鼻 ;箸〕寡,2真Ъ,
ン氏, ミス・アルノデ ィ氏 と G.0。 夫妻。

〔右上〕フランスの医学専門雑誌に掲載されたQO。の論丸
桜沢流フランス風普茶料理「長寿亭」で。左からエクジヤ

l,r n*d?cll' dlrlrat|'lrf,
J']lr lrlnr.llrlr"nl
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フランス===FRANCE〔 3〕
〔左上〕昭和40年 8月 (1965年 )73才,ポルトマネックでの第9回夏季大学。 〔左下〕左上に
同じ。 〔右上〕昭和40年 8月 (1965年 )夏季大学の正食レストラン。 〔中〕昭和40年,原
転研究所ToA.0.〔右下〕昭和40年,夏季大学で合気道の先生と。
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フランス===FRANCE〔 4〕
〔上〕昭和40年 9月 (1965年 )パ リ郊外ベルナ夫人の母上の庭で。
〔下〕昭和38年 (196的⇒パリ,デ ュフレ~ヌ さんの家で,玄米子に囲まれて。
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アメリカー =∪ 。s.A〔 1〕
昭和 38年 10月 (1963年 )71才 ,G.0。誕生 回祝,ニ ューヨーク。



アメリカ==U.SoA.〔 2〕
昭和 35年 (1960年 )68才 ,ニ ューホライゾン



アメリカ===uoS.A.〔 3〕

躍年T酪為:年星:L[:毎なら準す'ハリウッド。 玄
米レストランでの講演。

〔右下〕

鮒



アメリカ=一 UoSoA。 〔4〕
〔左〕昭和35年 10月 (1960年 )68才,G.0.誕生祝。 〔右上〕昭和40年 8月 (1965年 )
73才,チコサン夏季大学,ロ ッキー山中の散歩。 〔右下〕昭和36年 (1961年 )ニューヨーク。
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ベ トナム==vlE丁 一NAM

I[t:[:]|||[:[:|:||:::[|][告 i[][「
『阜l阜 |

〔中〕昭和 40年 5月
ユエ飛行場にて。
〔左下〕と同じ。
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印度 ―一 INDIA

1轄 LttT誕 l::聯 :菫氣
。
メ
瞥
j榔 勇 晨 亀ζ

ンギヤ夫妻。 〔杜 〕脚 33年
58年 )カ ルカッタ日本人会にて。

1日 の印度訪間のときチタランギャ夫妻とQO.(ドーガ氏邸にて )

1鰈¶‐4
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日本一=JAPAN〔 5]
〔上〕昭和 15年 (1940年 )赤坂二会堂にて全国食養大会のとき。
〔下〕昭和 24年 (1949年 )ノ ーマンカズンズ氏来訪 (日 吉Go G.宅にて )



日本 一―」APAN〔 6〕
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日本 一=JAPAN〔 7〕

豊去葉琴マ亀導材13:隻召謬講準〔乳9b嬌型誓難
き。〔中〕昭禾口35年 (1960年 )
黒氏邸にて。

W
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日本一―JAPAN L8〕
〔左上〕昭和 35年 8月 (1960年 )68為 京都;野村様宅にて。
〔右上〕昭和 37年 (1962年 )大阪。 〔下〕昭和 35年 11月 12日 (1960年 )光雲閣
にて医科学研究会。



日本 ===JAPAN[9〕
〔上〕昭和40年 (1965年 )光雲醜
〔下〕昭和 40年,解脱会本部にて原転総会。

軋IT軍:TTTITTT軍幣



日本 ==JAPAN〔 10]
昭和41年 1月 2日 (1966年 )新年会,光雲閣。

策

麟
為
au了



日4て ==JAPAN〔 11〕
〔左上〕昭和40年 10月 18日 (1965年 )73名 GO誕生日祝,光雲閣。
〔右下〕同じくP.U.歌 を コーラスする00。
〔下〕同じく10月生れの会員達と一緒に高瀬先生の子供達から祝福を。

ユ 1攣11:ζ

脩



日4更 ==JAPAN〔 12〕
〔上〕昭和40年 10月 18日 ,G.o.73才の誕生日に。ルゲーユさん,高瀬先生一家とミス・
ジェーン‐ウェルナー。 〔左下〕昭和40年 9月 ,ス ターハィッ屋上で。
〔右下〕昭和40年 10月 , ドイツから一時帰国したエブ氏を囲んで。00.宅の一箋

―

一一一
一一一
一一・
一
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・

11蘊ご
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日本 ==JAPAN〔 13〕
〔貴基r和 :差午:晶為:早準1月 :,言 ,)季雪曇顧

勇富美重g現,1見璽嘗チ化
オリンピック委

〔右下〕同年 4月 22日 ,千葉 これがG.0。の頂

又

一
１

麟

疇
∫
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一
れ
が
我
ら
の

「国
際
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

国
際

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
セ
ン

タ
ー

（
略
称

イ

ン
タ
ー

マ
ッ
ク

Ｆ
け０【８
８

）
と
命
名
さ
れ
た
新
会
館

は
、
日
毎
に
世
界
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
を
果
た
す
に
ふ
さ
わ
し
い
様
相

を
呈
し
て
き
て
い
ま
す
。
後
で
詳
し
く

ィ
ッ
ク

・
セ
ン
タ
ー
」
だ
〃

発
表
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、

と
に
か
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
ご
協
力
で
、

″
世
界
を
掃
除
す
る
″
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本

部
が
誕
生
し
つ
つ
あ
る
。

毎
日
毎
日
励
ま
し
や
、
ア
イ
デ
ア
や
ご

好
意

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
と
る
私
達
事

務
局
の
者
た
ち
は
、
今
さ
ら
な
が
ら
Ｇ
Ｏ

の
残
し
た
足
跡
の
大
き
さ
と
、
そ
の
萌
芽

の
と
き
至
る
の
を
待

っ
た
、
雪
の
下
の
若

草
の
如
き
陽
性
な
息
吹
き
を
感
じ
る
の
で

あ
る
。

職
員

一
同
さ
ら
に
新
た
な
る
気
分
で
、

と
き
に
は
泊
ま
り
込
ん
だ
り
、
里
真
会
長

に
も
ご
出
席
を
願

っ
て
の
七
時
半
か
Ｌ
の

早
朝
会
議
に
と
フ
ン
ト
ウ
中
。

あ
な
た
も
掃
除
、
発
送
、
そ
の
他
な
ん

で
も
救
援
隊
に
来
て
く
だ
さ
い
′

さ
て
、

「
タ
イ

ヘ
ン
ダ
」
と
い
う
言

葉
を
禁
旬
に
し
た
。
忙
し
く
な

っ
て
き

た
も
の
だ
か
ら
、
い
よ
い
よ

「
オ
モ
シ

ロ
ク
な

っ
て
き
た
ゾ
」
と
お
き
か
え
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
の
い
い
か
え
で
も
、

す

い
ぶ
ん
雰
囲
気
が
変
わ
る
も
の
だ
と

感
心
す
る
こ
と
し
き
り
。

財
団
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

事
務
局
長
　
阿
部

一
理

鰺
輻
一写
一馨

鶉
幕

☆
バ
ザ
ー
盛
況
に
終
る

ご
協

力
あ

り

が

と
う

ご
ざ

い
ま

し

た

-45-



¬桜 f一
九
五
三
年

十
月

、
Ｇ
Ｏ

と
リ

マ
は
サ
ー
ド

ハ
ナ
号

に
乗

っ
て
イ

ン
ド

ヘ
。

チ

タ
ラ

ン
ギ

ャ
、
ド

ウ
ー

ガ
氏

と

の
交
遊

、

Ａ
Ｎ
Ｓ
開
く
。

ア

フ
リ

カ

ヘ
。

ラ

ン
バ

レ
ー
ネ

の
シ

ュ
バ
イ

ツ
ァ
ー

の
も

と

へ
。

熱
帯
性

カ
イ

ヨ

ウ

の
死

と
闘
う

Ｇ
Ｏ
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

ヘ
。

奇

跡

の
キ

ャ

ン
プ
。

七
号
食
。

ア

メ
リ

カ

ヘ
。

日
本

へ
。

ま

た

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

ヘ
。

Ｇ
Ｏ
世
界
を
飛

ぶ
。

史
上
最
大

の
人
間
革
命

の
克

明
な
実
験
報
告

の
原
文
そ

の
ま
ま
を
世
界

中

に
分
散

保
存
。
羊
奮
麗
造
本

、
箱

入
り
。

Ａ

４
判
全

四
五

〇
〇

ぺ
―

ジ

十

～
十

三
分
冊
。

発
注
作
製
。

（
公
開
し

に
く

い
内
容
も
含

ま

れ

て

い
ま

す

の
で
、
失
礼

な

が
ら
購
入

の
方
を
選
定

さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

　

ヽ
リ

全
巻

一
括
申

込

み
　

一二
〇
万
円

（
配
本

に
十

二

ヵ
月

か
か
り
ま
す

）
　

　

』

分
割
払

い
　

頭
金

六
万
円
、

二
万
円

×
十

三
ヵ
月
　
　

　

　

　

　

　

　

　

層

学秩棘紳鋤軸一樹刺滞幹
Ⅷ燿
ノレ館ざ
″川大二学ン珊鴎鋼鴎劃ｒ項鯨獄
銹引

へ
贈
呈
者
名
入
り
永
久
保
存

の
申
込
を
受
付
け
ま
す
。　
一
口
千
円
で
三
百

紳
用

ぃ時鋒口全っ』も〓○名一肺一珈̈
一ま適］̈
脚舘岬け］‐勧ン農鋼あ沢‐こ悧］≒試赫̈

ヽ
ソ

ク

ス
３
１

０

３
最
新

型

に
よ

る
極

少

コ
ピ
ー
菱

麗
造
本

沢

如

一

‐

業

套

武
菓

雰

頭

―

Ｇ

Ｏ

レ

タ

ー

L
第 1回配本
3月 1日予定

桜

沢

先

生
原

稿

満

載

／

『
新

し

き

世

界

へ
』

復
刻

（限
定
版
）

①
３
０
０
～
３
１
９
号
ま
で

三
分
冊

原
寸

約
千
七
百
ペ
ー
ジ

一
万
八
千
円
　
　
　
　
　
一Ｉ

一〇
〇
円

②
３
２
０
～
３
３
９
号
ま
で

三
分
冊

原
寸

約
千
七
百
ペ
ー
ジ

一
万
八
千
円
　
　
　
　
　
一Ｉ

一〇
〇
円

●
桜
沢
如

一
著

『平
和
と
自
由
の
原
理
』

再
版
で
き
ま
し
た
／

二
千
円

一Ｔ
一
六
〇
円

●
桜
沢
如

一
著

『
日

本

を

亡

ぼ

す

も

の

は

た

れ

だ

』

昭
和
十
二（
年
刊
　

二
千
円
　
一Ｔ
王
ハ
○
円

●
飯
田
彬
著
　
　
　
　
四
、
二
〇
〇
円

『
食

養

道

』

一…

ハ
呂
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月 /日 夕と  名 丙 容

7/20 京 発 (日付 た霊線 を通 3)
// サンフランラスコ差 多り弟時晒卜より予内見勝堵翡バンの /′″ ナタウガす″ラク″

7/3← ) す/フ ランフズコ ヤカ見拳建口2′οtt Z数ノヾイブ
ー

″

7/4ζ日) ナスラー/アスコラバザ メ″イ乃―ス策見学,チコでrクニンク A l1" ,E

7/5o) バ ブ 年前に7財,動・説4つ 4毯伯由
'た
縮騒塞リ ク

ワ4,(χ ) //   1チ コ
`コ
ナン漫だ氷存 見夕 た (産議′〉 ク

7/7(わ // ノ■口どンレタン、んヴ,友ガた たの談全)
1/,休) ク ピη‐ック(みプL乃イレ廃 見学)た (グレスバーシつ ク
7/?総 ) 4'11'-> 7L>rxl'',

耽  雉梶勇競:―ザ
パ
脇 ζttltt」輩務.結窃詠ひ.
しつヽヽう」秦似ります。

↑
　
　
　
　
　
Ｃ

い
ｆ
ヽ
ノ
％

7Vz4xF'7

7/,7← )
フレ′今メドゥーシ
ナンフラ

~/タスコ サ/フラ/ラジむ地

7/18(日 ) サンフランタスコ老 (月村変口看tt』 温♪

7/19o) 束ア 姥

*為1孫FS7携″切鷺理モ彎務ご湯す数を4″村)
裏、り Z奮:]‰滑β箭協斃これ :留髯磐:   亀嫁
下さしヽ o

吝″黎τ牲雅ガ脇 拶」犠笏 ダ明ア誅う挙ん〃′潮
彎新み旬%Iマζ霧

さ
非テ久曰、ロスァンフレス́カル́ラボカ勿彙ハリ

ウタドルターー、グフアドれ,コ /,ラスバブズ_.ιt, ず用 わギ,″ .′′θ隊え)
支後、1鴨僣原貿争丼4猛まん蕩箱難算笏銭親%1人残か
歩コケじず

=ヽ・`

孝券日にフリてのあザ月冷ては、attc I協盆フリカも′マ渕 林́ い えι・り易年ι夕_%】の
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Macゅ bi∝ ic FOundatヽ on)主イをの又ク
リ、サンフララシス■ユ物 ブレンチメドゥで

｀

温
Fされてし)ます・ まため痺は、アJ九ご曰2つ04の々で`あり、洛拠

`マ
lダ大な夕

`宛
余

グをされてし)ます。
この多′シスに、日た I協公て

1て

ま、∧ルマンカ原民のこ
｀
婦も とご
・協力によフて、

下協 の″項て
い
アメリカ名ルプツアーZ企画致 しました。

サ~/サ ~/と太陽のス カリアォル,アて`1色お IC非見しみ、マクロピ才元ック,降月時
冷だ、曰人ずt実現メ可能上重tヽ 大ゑ先ルの象期 にわたDレク1毎一之FJFき、外曰の
夕し́ ′男た1夕 α、大t/3に認:り、大ル)に拳Fし もうて

い

`ま
ありませんがθ′

*薇行期 間  7月 2曰 ～ 7月 lq日 (16カ 17日間 )
*渡 航 化曰  アメリカ面力岸(サンフランラスコ、チコ、バ`パフレ乃 メドウ)
*滲 カロ薇用  ¥328,000(予定 ,弩%05143月 27曰剰れた)

Xl航空運後のi久訂、参加 換々 多́クによ,て吸更が'あ,′t如れ多慟
のでkあうがしわご'J永下さし).

*参加を用に冷まれるもの/往復航冒iV;レ芳携タサ像:″磐Z魏『グ;鰻角宿珀豪.鉾べ (在
フレンタメドウれンプ場ヒカロ復用。Eレ弊́ T動中のチッフ7″υ

lス
れ

場 加期 ■ ま薦 鸞″ ア脇 た
斃 i傷

｀

猛 チ
解 聯 、中寺つてレ),力感不嘲「 )渇協ξ″マイヌ詮などλttι

7:rt薔:::,ダ溺智ち鑽留*申 し込み 方″矢 申恥 み用丞 にこ躍記

*申 し必み 名
∧物 多留たてか童り下さしヽ.
イノダl束鸞酔嫉浴√大ム町ll-5日本:1協絵 /XP7カちンプ/7-株

Tel。 03(469,7631クr)
*″ は オ狩 t夕 昭和 ケ144月 30曰 オで (着守 )
*残顔 状込み  。4月 30日よびに ¥17810oo(剰トレ月間際rt申 レ込まれら方ιよ

IPは4と 同晴ンに、¥208、 000を お支払 し)下さしヽ。)
・5n30日よて"rこ  ¥120.000

*板ふ狂行 彦   耀♂   康・
κ麦力 衆久雅友 曰産〃ο12297730望通岬費左島こ)

*脅滲するもの みンフ堆ガ←適 tた車
=な
な肛友 .有物.水力 .スリッパ。

セーター、ヤ、ック(雰さt訪く
い
ものD。 イウツニ貝θ颯ンまルし,り。

詳糸日は後ョ召いマご雄タトします。

*滲クロ′表卜  くクロビンルックを実行 tて 1)う人、ごたはこれがう費イ刊ようとん
し、ウンテ中マクロヒ"オディックの力寡昌に碁フトレ)て〃角勧て

lをス .
わンア生夕′に熊院クう林力と精神乞毎フてい,人。

※公発劫まざに、イラとえわれつ子イ猜如多城宏各自ぞア″えに下か・`

"釧
カレカけうマクロι"オラックノ′動″名次(〔タリマの

“

料はツるぞ`用売しぎす
′米の″理.歴史.″ιを〃なサ,ォによ,マカ及/FTの葉レ主オ形

"せ
Йぅとん、ります。
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アメリカマク蝦脅ツクキャン1ノツ7-劾口申込警

申込金 3石円と添えて上責夕欠行に申込みます。

昭禾日51年

申込 人 民 名

灌書レ彫鬼のための資滲k゛す正
'確
にご喫り入下さいo

(ふ りが
い
な)

民 媚
(75ヽ りが%D
I日 姓

出 生比 生年月日
”
工
和

明
大
″

年  月  日

(3ヽ リカ「0)

人  籍 身 長   cm

(が りヽが'■ )

Jle准 鮪
電 話

勤 務 先
(撃液 発)

ろ議は名
(単 メ共″ )

我 務名

角 在 電 話

内
九絡

国
連

民 名
本 人この関係

イ主 ′丼 ε  話

○印をつけて下さし)。

ブンフランシスゴ解都υ後、自由行動をするか 7 する   しなt/b

」多カロカ象′げと
するかF

D fZ,t-n/zr fz71>i7r-9277z'Ltt 7 する   しなレ)

Э 7/25～ ~通店]イ土ロズアンン生ノレスーーボ・ストン づ  ́  しか )

追加族イテのあと、自由〃脅勧をするが′ すろ   しなレ)

刀Lみ 力荻力な力魚券を持,て し
'多
か7 4ir1v)7 ft,<vttaut

ク 移 ッカのどりげ乞考′てレ)ろがア 44 ,uft h,1vtfs1,1

// 予防″射うこり手書(種″の場 3ク尋タプレつイ ♯争′てレ)多  孝孝フてし)なレ
'

弟ゼ サる方欠勝のた 類 て4麟ゎ)

」彙蒻 高躍露碁裏め夕写″
・婦の薇



純 正 食 品 案 内

ご面倒でもご注文の時には前金にて品代送料をご送金お願い致します。

(価格は変動することがあります。ご承知おきください)

〔売  店〕
中 野 店

東北沢店

区

工階

。
　
　
日

岬
・ドゥ・４脚　　嘲

都ブロ”鋼
日贖御

京
野
セ
日
規
記‐こ
日
，

東
中
イ
休
第
右
休

〔発送・配達・販売〕

オ …サ ワジ ャバ ン (株) 'T升 典 3愛
振替東京 6-20172

51.3.1現在

250g

250g

250g

250g

250g

400g

400g

100g

150g

150g

50g

50g

lCЮ g

200g

200g

240g

240g

100g

80g

150g

150g

格

90

90

100

80

80

格価 ロロ 名 量 目 1価

自 然 う ど ん

カ メ う ど ん

玄 麦 う ど ん

冷       麦

三 年 番 茶

茶 1玄 米 ほ う じ 茶

ヤ  ン  ノ  ー

T   M   u

ロロ

自   ゴ   マ

ゴマピュレー (自 )

″   (黒 )
☆ テッカみそ ☆
(袋入 り)

ム ソーテッヵビン

浜   納   豆

め

類

餅
　
餅

ン

　

ン

レ

　

ノ

一　
　
ン

コ

　

ノ

類

300

380

250

300

180

1,000

黒 130

120

480

480

230

360

150

180

カロ

工

食

塩

130g

l k9

200g

100g

80g

新
|(Iづ

「
),く t「
上
:)

製 1花  も ろ  み

鶴 の 子 大 豆

品 1玄 米 ク ラ ッ カ ー

500円

350

200

150

130

1400g1  30C10

450 cc | 850

1400g1  1,500

マルシマ し ょ うゆ

イマイしょうゅ特選

発 送 用 し ょ うゆ

サ カ エ  ″

′′

マ イ ズ ル み そ
(麦みそ,甘日)
こ う じ み そ
(たてしなみそ)

二 年 み そ

三 州 豆 み そ

自  然   酢

1.8′

1.8′
720%イ

1.7′

18′

0.9′

l k9

l k9

l kg

l k9

0.9′

800

750
380

750

750

380

500

520

450

450

500

140

120

90

油マ
　
　
″

ゴ
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名  1量 目 1価  格 品
1量 目 価 格名

3CXl

350

3,000

400

280

300

220

220

(上 )3CXl
(主[)250

280

430

500

270

180

200

120

350

130

130

120

120

120

120

150

120

170

180

250

250

150

140

4CXl g

600g

350g

130g

200g

135g

170g

130g

130g

70g

80g

90g

85g

55g

l10g

100g

10枚

10枚入

10枚入

lKXl g

80g

セ イ タ ン 袋 1 100g
c--fY^-;e1.. I n1c 乾

物

・

海

草

類

粉

布

き

め

り

天

昆

根
　
ひ
　
わ
　
の
　
糸

甲  州  梅  干

小  梅

陽      泉

出  し 昆  布

200g

2CЮ g

100g

200g

lCЮ g

130g

100g

100g

l中占

26g

一　
粉

コ

チ

ツコ
　
チ

グ ル テ ン 粉

′′

ヘ ル ミ ッ ク ス

玄   米   粉

完   全   粉

き び 団 子 粉

葛      粉

グ リ ン ピ ー ス

大 麦 ひ き わ り

自      麦

ソ    バ    米

200g

500g

250g

250g

l kg

500g

5Clll g

l k9

500g

4CXl g

150g

400g

250g

200g

250g

250g

200g

l k9

400g

700g

200g

米 あ め ビン入 り

米    あ   め
(ポ リケース入 り)

玄 米 甘 酒

″  (缶 入 )

香  蓮  ア  メ

玄   ア   メ

お   こ   し

玄 米 か りん と う

そ ば  ″

玄 米 あ ら れ

″  お か き

′′    /1ヽ      ア
=

ム ソ ー 好 み

玄 米 の り 巻

豆   菓   子

ポ ン セ ン

堅 焼 せ ん べ い

南 部 堅 焼せんべい

″   ゴ  マ

″   ピーナツ

ア ズ キ フ レ ー ク

玄米 ごま塩せんべい

200

450

300

300

2,000

280

120

200

230

200

300

200

150

150

150

120

150

180

200

200

200

自 然 農 法 焼 数

し  い  た  け
コ ー ヤ ド ー フ

庄   内

す  だ  れ

切  干  大

寒  漬  大

梅

葛

数

数

根

根

干

切

70g

20g

125g

150g

100g

150g

2CЮ g

2110g

90g
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品 名 量  目 価  格 品 名 量  目 価  格

そ

の

他

塩天

PUパ ス タ ー

セ ザ メ オ イ ル

″   (ポ リ入り)

″ (ク ラフト大袋)

オ リ ー プ 油

粉  石  け  ん

エスケー粉 石 けん

固   型  ″

ナ ス の 黒 焼

油

が

椿

2∞ g

l本

l k9

lk9× 15

、5k9フヽり

50g

8000

360∝

3.5 kg

5∞″′

50g

300

200

270

3300

3150

120

800

1,500

1,000

300

150

\-,"irt-a
″グう
“

【
″ パール乳液

″ ヘアークリーム
″ネオクレンジング
ク リー ム

″  グルーリンス

″  シ ャンプー

〃  ロー シ ョン

″  ローションQ

″  ローションH
り
論結易f[ごあ
ク

栄 養 ク リ ー ム

化

粧

品

類

70g

35g

70g

100g

70g

120g

180 CC

200 CC

100∝

lCX1 00

100∝

30g

2 5CXl

l,500

1,8∞

1,500

1,5CXl

2 2CXl

l,200

6∞

1,500

1,5CXl

l,5∞

7,lyclcl

5,000

圧
　
力
　
鍋

平 和 圧 力 鍋

′′

三   徳    釜

5合炊

8合炊

1升炊

8,800

9,8CICl

12000

重 三
里

区 分
10kgま
‐
こ 20kgま で 30kgま で 50kgま マ]

第一地帯 関東,東海,宮城,山 形,新潟,愛知,岐阜県 660 760

第二地帯 近畿,北陸,岡山,鳥取,青森,岩手 610 980

第二地帯 四国,島根・広島,山 口,福岡,道南 810 1.110 1,200

第四地帯 九州 (福岡を除く),北海道 (道南を除 く) 900 1,100 1,290 1,400

第五地帯 ,中縄 990 1,240 1,470 1,600

☆ 地方発送は送料実費加算のこと (上記参照) ☆ 20kg以上 自動車便 (藩払 )

☆ 6 kg以上20kg迄は鉄道便 (着駅記入のこと) ☆ 運賃に荷造費を100円 プラスさせていただきます
(た だし、前金でご注文の場合はサー ビスさせていただきます )

たてしなみそ 1町認0円
0従 来のコウジみそに一段とみがきがかかり,調和のとれたまろみのある味が自慢

∈塩仕込つたてしな醤油留器
発売元 オーサワジャパン 〒皿季[TI禽干企謝電:鳳
製造元 長野・酢屋茂商店
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附設

無双原 理  正食 法研 修学 園
ホン大学設立準備会
―ナショナル・ユニバースティ・ェレホン)

― PRの ペ ー ジー

場
子先生桜沢里真先生 大森英桜先生
道
田中愛

無双原理の研修,正 しく厳格な玄米食養法の実践……更にこの偉大
なる唯一無双の原理,食養法 を,生涯を通 じて,無上の楽 しみ,嬉び
として,行持続ける強靭なる意志力と精神力,心身一如強大な力を有
する金剛身を速やかに体得す る極意の心法 ,技法の修練 とを併せ行
い,透徹 した最高判断力開顕を達成する根本道場である。

常設短期集中研修生

⑧ 研修内容

O無双原理の研修。正 しく厳格な玄米正食法の実践。
O生命の根源的無形の食物である「気」の原理,法則の研修。生体を
支配する「気」の法則をずばり実際の体演によって解明立証自悟する。
O気の修練法。気の打坐法。心身統一合気道。気の剣法。杖法。
気の内観服気法。瞬間活法。瞬間禅法。……等の基本極意の技法を
速修する。(男女,年令,病弱の如何にかかわりな く,楽しく研修で
きます。)

◎ 日 時 =いつで も入所で きます    ◎期  間 =15日 間
◎持参品 =洗面用具  トレーニ ングシャツ ズボン ◎申込み =入所希望の前 日
◎会 費 =6万 5千円 (宿泊,食費込み)◎ 問合せ 毎 日午前 中 と午後 7時以後

◇内弟子 (女子 2名 )採用…詳細は研心舘事務局へお問合せ下さい。

(PU,正食研修学園)国際エレホン大学設立準備会
心 身 統 一 合 気 道 ,気 の 研 究 会 大 阪 支 部
国 際 青 少 年 心 身 鍛 練 セ ン タ ー

研心義塾研心舘本部道場
大阪市阿倍野区西田辺町 2-2-29(〒 545)電話06-691-1590



玄
米
食
を
続

け
た

い
人

ヘ

い
か
に
玄
米
食
の
良
さ
を
説
か
れ

て
も
、
ま
ず

い
玄
米
で
は
毎
日
は
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
か
に
旨

い
出
来
で
も
少
し
で
も
炊
く
の
に
手

間
で
は
、
い
つ
の
ま
に
か
簡
単
な
白

米
食
等
に
逆
戻
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
二
点
を
同
時
に
解
決
し
た
ワ
タ

ナ
ベ
の
電
気

コ
ン
ロ
を
使
っ
て
、
玄

米
食
を
楽
し
く
続
け
ま
せ
ん
か
。
旨

い
玄
米
飯
を
炊
く
為
の
容
器
は
人
に

よ
り
好
み
が
異
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
各
自
で
選
択
し
て
下
さ
い
。
各

種
圧
力
釜
、
普
通
の
ナ
ベ
類
を
利
用

し
て
当
品
の
上
に
乗
せ
て
下
さ
い
。

す
る
と
自
動
的
に
火
力
変
化
し
て
炊

飯
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

詳
し
い
資
料
等
を
送
料
共
五
百
円

で
送
り
ま
す
か
ら
、
氏
名
記
入
し
、

郵
便
振
替
口
座
熊
本
２
４
６
４
５
番

口
座
名
ワ
タ
ナ
ベ
電
機
製
作
所

へ
振

込
む
か
、
左
記
の
住
所

へ
送
金
し
て

下
さ
い
。

通
産
省
認
可

ワ
タ
ナ
ベ
電
機
製
作
所

〒
八占

大
分
市
田
中
町
八
の
五

電
話

ｏ老
責

日
Ｙ

〓
ハ
二
五

書玄米用鉄釜本の蓋,励
鉄
釜
に

「木
の
蓋
」
の
入
味
釜
は
圧
力
な
し
て
栄
養
価
を
ア

ッ
プ
し
熱
の
状
態
が
最
適
で
玄
米
を
と
て
も
お
い
し
く
炊
き
あ

げ
ま
す
。

さ
ら
に
釜
の
鉄
分
は
、
ア
ル
ミ
化
時
代
の
今
日
、
貧
血
の
方

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
薬
や
重
金
属
を
心
配
さ
れ
る
方
は
特
に
玄
米
を
め
し
上
り

下
さ
い

（桜
木
健
古
著

「玄
米
食
の
す
す
め
」
よ
り
）
。
あ
な

た
様
も
こ
の
天
味
釜
で
健
康
を
買

っ
て
下
さ
い
。

南
部
製
　
二人

015,000円 (1合から 8合まで炊けます)
発 売 元

玄米めしませ運道本部

`釜

東 京 都 渋 谷 区 桜
電話 (463)2936 振替東京 192655

説
明
書
進
呈

御
試
食
で
き
ま
す

美 術 印刷 一 般 樹

くヽ喜て著ζ ttξ]者埋薫彗ζ鷲握ち]長曇 i4」『 16目E言舌  Jに ,置  (862) 子ヽ現疑 :  6 2  7

東
一

男
女
社
員
募
集

２５
才
ま
で
、
履
歴
書
送
付
。

男
子
は
普
通
運
転
免
許
証
。

】計
．
知
一一
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全 国 日 本 C:友 の 店

<北海道・ 東北地区>

北 海 道 健 康 学 苑

青 山 自 然 食 品 セ ン タ ー

み ち の く自然食 品 セ ンター

〒 078-∽ 旭川市永山町11-52-6 TEL 0166・ 48・ 4107 8:∞～20:∞
年中無休 食品販売と食養 。足心道指導
〒 02卜01 岩手県岩手郡滝沢村穴口43∈4 TEL 0196・ 4・ 34209:∞～
18:Oo主 として通信販売と予約販売

雇勇FO  
イ山台市荒町 1∞  TEL 0222-62-7677 9:30～ 19:00第 3日 曜

<東京地区>

<関東地区>――

オー サ ワジャバ ン (東北沢)

オー サ ワジャパ ン (中野店)

自然食品センター本店
(食養レス トラン・ 天味)

祐 天 寺 自然食 品 セ ン タ …

名     倉     堂

高 砂 自 然 食 品 セ ン タ ー

み ず ほ 健 康 食 品

不 二 自 然 食 品

(株 )農 医 研

ふるさとや 自然食品センター

サンライ ト自然食品セ ンター
九品仏 (く ほんぶつ )駅前店

〒151 渋谷区大山町115 小田急線 。東北沢・ 1分半 T E L03・ 465・
50210 毎日曜日定休 イヽ売,都内配達国内発送
T164 中野区中野5プロードウェィセンター 4階  TEL 03・ 3“・4233
10:00～ 19:00毎 日曜 日。第 3水曜日定休 食品 。書籍小売
T150 渋谷区桜ケ丘 4-3 TEL 03・ 461・ 7988ω  平日9:30～ 19:30
日祝 10:00～ 18:00第 3木曜定休
T153 日黒区中町2 2 16 TEL 03・ 710・ 5396 10:00～ 19:00 毎日曜
日定休 健康食事相談・調理指導

〒 156 世田谷区桜上水4 7-6 TEL 03・ 304・ 4387 9:00～ 12:00
14:oo～ 17:00毎木曜日定休 鍼灸・脊椎嬌正・物理療法・腰痛専科
T125 葛飾区高砂 8-13-5 TEL03・ 6∞ 。1412

百縣 碧腎磨;香占旨跛粟:h翼凩ξ
6れ 8:00～ 20:∞ 毎日曜

〒 106 港区麻布十番 2-21-4 TEL 03・ 451・ 8966 9:30～ 19:00 第
1,3日 曜日定休 食養相談 ,料理教室
〒 104 中央区銀座 7-3-8第 2波屋ビル8階  TEL 03・ ア2・ 6571

豊ぱ?協埜理菌キ鷹晨食腎P%記λ瑶♀暫郡私祝日定休
T135 江東区白河 43-7 TEL03・ 643・ 5247 10:00～ 19:∞
(日 曜定休)太極拳講習会 (初心者向き)(毎月曜 7時から)
〒 158 世田谷区奥沢 7-20 15 TEL 03・ 704・ 5191 10:00～ 20:lXl
第 3日 曜日定休

〒 221 横浜市神奈川区広台太田町 21 TEL 045・ 321・ 0499 9:00～ 19
:00 第 1日曜日定休 配送承ります
T240 横浜市保土ヶ谷区岩間町1 10 7 TEL 045・ 341・ 6876
自宅 045。 335・ 3083 11:00～ 18:00(当分の間)毎 日曜日定休

〒 228 相模原市旭町 9-16 TEL“27・ 46・ 6314 9:00～ 20:00
年中無休

T370 高崎市和田町7 13 TEL 0273・ 22・ 5484年中無休,玄米食, PU
研究会

〒 199-01神奈川県津久井郡相模湖町与瀬818 TEL 042684・
"56 
年中

無休 玄米せんべい製造販売・食品卸。小売・近県配達
〒 300-12茨 城県牛久町牛久 3475 TEL 02987・ 2・ 0135 9:∞～19:00
年中無休

〒 346 久喜市南1-8-18 TEL 0480・ 21001029:lXl～ 19:∞  日曜日
定休 自然食品小売
T275 習志野市本大久保 5-3-24 TEL 0474-73-2957 10:30～ 19:00
日祝 13:00～ 毎水曜日定休 食品販売 食事指導

〒 370 高崎市剣崎町 1222の 6 8:∞ ～20:00 年中無休 食品小売

〒 336 浦和市常盤9-32-21 TEL 0488・ 31・ 7819 経絡ゴール ド操法
(予約制)

〒 370 高崎市新町 101 TEL 0273-25-26C15 9:00～ 19:00 無休。
正食,空手,合気道講習会。健康指導。

般  若  苑 (はんにゃえん)

横 浜 健 康 食 品 滝 田 園

サ ン エ イ 相 模 自 然 食 品

群馬マクロビオティックセンター

相 模  湖 自 然  食 品

内 田 繁 商 店 自 然 食 品 部

大 田 屋 本 店 自 然 食 品 部

習志野健康食品おおくぼ京愛堂

カ マ ヨ シ 自 然 食 品 店

千   田   米  子
高崎自然食品センター

佐 藤 悦 子
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福  井

株 式 会

<中部地区>

社 中 初

(株 )森 島 自 然 食 品

<近畿地区>

健 康 学 園

商 店

本 店

〒 910 福井市照手 1-11 2 TEL 0776・ 21・ 3811 8:30～ 18:lXl 年中
無休

〒921 石川県金沢市野町 1丁 目}58 T E L 0762・ 41・ 4056 毎日曜日定休
朝～21:00  自家製醤油、みそ、販売

〒 482 愛知県岩倉市中本町古市場 48-2

京都マクロピオティックセンタ

大   喜   酒

正 食 友 の 会  本

正 食 友 の 会  谷  町

ナ チ ュ ラ ル 商

堺 自 然 食 品 セ ン タ

徳   野   裕   明
日一ヤルエンタープライズ

福  知  山
自然食品の店  こ の 実

山 本 祥 園 (ソ フィー )

大 阪 羽 衣 健 康 センタ ー

但  馬 健  康  学  園
<中国 。四国・ 州地区>

〒 6“  京都市左京区高野蓼原町77 TEL 075・ 791・ 5435

〒561 大阪府豊中市利倉東1-14-47 TEL 06・ 863・ 4738

■

'嶋

套悸纏香5査言量薦
4%躍
誡 グ (5詠 瀾

°945・ 05119:∞～

〒 543 大阪市天王寺区谷町9-28 TEL06-771-7M5 10:lXl～ 18:30
毎日曜日・祝日定休

〒 547 大阪市平野区喜連東 1-2-10 TEL 06・ 709。 1163 純正食品製造
・卸。小売

_ 159%´野雷櫂曹霜保全健康籍駿T食鸞 :管●こ渡‰戚ノ
0～ 20:

〒 5“  大阪市阿倍野区西田辺2-2-10研心館内 TEL“ -690-1590

栞品 の信纏諫 塚
内
躍 ?県をぁ 裏晃あ

Oη 3・ 22・ 95“ 8:∞～20:∞

〒 668 豊岡市中央町4-29 TEL 079622-5453 7:∞ ～19:00外 出日
以外は休日なし

霜毅び彎唇修夕事早ワ;稲』L装常5勉継 ,0飾 T詔磐籍顆

fi詈]蓋[『肯貢奮募鵞堤言421 TEL0722・ 64・ 6866 断食道場 (収
〒66801 兵庫県出石郡出石町宮内 1544 TEL 079652 3931
養生学園 (常時開設),サマースクール,ウ ィンタースクール (小中学生向)

一

販

店

店

会

呉 健 康 食 品 セ ン タ ー  〒 737 呉市本通 5 2 4 TEL 0823・ 24・ 72729:00～ 18:∞ 毎日曜日

西 日本 自 然 食 品 セ ン タ ー  〒722広島県尾道市新浜 1-3-57

山口健康生活センター     〒753 山口市大市町2番 2号 TEL 08392-3-184210:∞～18:Clll
(西 日本 健 康 自然 食品 協 会 )毎 日曜日 健康教室 ,料理教室 (出張に応ず)

◇

◇

年会費 12,000円 を添えて会員係へ (店名,〒 ,住所 ,

店舗会員の方には,「新しき世界へ」毎号2部贈呈 ,

TEL,営業時間を明記のこと)
日本CI友の会のシールを送ります。
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録
音

テ
ー
プ

発
行
／

①

桜
沢
如

一

『
Ｔ
Ｅ
Ｓ
第

一
回
』

一
九
六
五
年
十
月
九
日
、
桜
沢
先
生
の

Ｐ
Ｕ
運
動
総
決
算
、
特
別
リ
ー
ダ
ー
養

成
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
タ
イ
エ
ビ
学
校
、
新

東
洋
大
学
、
ノ
ー
ノ
ー
ス
ク
ー
ル

カ
セ
ッ
ト
ニ
本

（
一　
一　
一
分
）
録
音
状

態
Ｂ
。
三
〇
〇
〇
円
　
一Ｉ

一〇
〇
円

②

大
森
英
桜

『入
浴
法
の
研
究
』

カ
セ
ッ
ト
ニ
本

（
一
一
〇
分
）
録
音
状

態
Ａ
。
二
六
〇
〇
円
　
一Ｉ

一〇
〇
円

③

大
森
英
桜

『
健
康
法
総
批
判
』

カ
セ
ッ
ト
ニ
本

（
一
四
五
分
）
録
音
状

態
Ａ
Ａ
。

ス
テ
レ
オ
。

四
〇
〇
〇
円

〒
二
〇
〇
円

④

大
森
英
桜

『
玄
米

の
研
究
』

カ
セ
ッ
ト
ニ
本

（
一
七
〇
分
）
録
音
状

態
Ａ
Ａ
。
四
〇
〇
〇
円
　
一Ｉ

一〇
〇
円

⑤

大
森
英
桜

『人
間
は
ど
こ
か
ら

来

た
か
』
　

カ
セ
ツ
ト
ニ
本

（
一
一

〇
分
）
録
音
状
態
Ａ
Ａ
。
ス
テ
レ
オ
。

四
〇
〇
〇
円
　
一Ｉ

一〇
〇
円

待
望
の

●このテープをコピーすることは固くお断わりします。また, この
テープを聞く会を開く場合は日本C:協会にご連絡くださぃ。

●純正食 品製造・ 販売
● リマ 化 粧 品 発 売 元

オーサヮジャパン株式会社
―― 小売・卸 ・都 内配達 。全国発送・海外輸 出――
〒 151東 京 都 渋 谷 区 大 山 町 11-5
803(465)5021～ 3振替 東京併20172

0東 北 沢 売店         o中 野 売店
住所  上記に同じ          東京都中野区中野55215〒 164
小田急線  東北沢駅  1分 半     プロ~ド ウェイセンター 4階

言黒詈,こI[:F現:3      言il;身lj][:こ :繋曜日
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天塩はしっとりと苦汁
(天然 ミネラノ0を含ん
だ昔ながらの塩です。

i        Cマ
クロビオティック料理メ鵠 日本CI協釜 励 :

三   十 士 バ エ :Lス L‐ アL-1卜 ,,_― ´     ロピ 十 ‐  株 式  占  ュ ___ =‐  A 多

自然塩 。世界の人に 桜 沢 里 真
全世界50以上の団体,数百万人のcIイ ンターナ

:                        
κ暑意艦?全 :虐 !:菫ti「』ま,こ

書丼券あ入ち
     :

(“マクロビオティック料理 "著者。 日本 CT協 今全再  ヽ 1

ら 専売公社より特殊用塩として認可   販売元
婦 自 然 塩 普 及 協 会 :

: されていますので, どなたでも自由

… … 郡 幣 旱
‖ 辞 :弓 ち言 :

i におとりあつかいいただけます。
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く入門向き>

桜沢如一著

//

″

″

″

″

桜沢里真著

//

桜沢如一著

日本Cl協会発行マクロビオテイツク図書案内
定価 送料

魔法のメガネ        無双原理の物の見方・考え方のやさしい解説  850 160

永遠の少年 (上)      フランクリン成功の秘密。青少年必読書    300 120

永遠の少年 (下)      ガンジーにみる自由と幸福のカギ      360 120

食養人生読本        妊娠出産から老年までの食養法。女性必読  1200 160

生命現象と環境       生命と環境の関係をやさしく解説      300 120

新食養療法         食物だけで病気を治す法。正食医学の実際  1200 160

食養料理法 (1日版)     食養料理法各種満載。ロングセラーの名著  1200 160

マクロピオティック料理   玄米食養料理 800種。写真豊富。家庭必備書  3500 200

東洋医学の哲学       正食医学の現代解説版。わかり易い入門書  3500 200

<研究向き>

石塚左玄著 食物養生法

″   化学的食養長寿論

桜沢如一著 無双原理・易
″   宇宙の秩序

″   健康の七大条件
//   平和と自由の原理

″   石塚左玄

″   うなぎの無双原理

″   GO式 外国語自習法

正食医学の原典。一名化学的食養体心論   3000 200

60年前から入手不可能の食養界最大の原典 12,000 240

宇宙を貫 く根本法則,無双原理の科学的解説  900 160

宇宙と生命のナゾをさぐる。最重大PU書  1000 120

″   病気を治す術 。病人を治す法 PU正 食医学の精神について。 PU人生論   480 120

″   千二百年前の一自由人 (準備中)伝教について。PU発生学 (3碁脅倉皇
で
)合本  900 120

うなぎの習性にみるPU人生論

英語 。仏語の独習法 (PU的語学修得法)

桜沢里真著 The Art of Just CoOking マクロビオティック料理英語版

正義について。 PU正食の奥義

東西文明統合の原理を示す

食聖と呼ばれた食養法開祖の伝記

◎
状 第  ¬が

480   120

2,000   160

1500   120

320   120

100  120

1600   200

1000   120水野南北著 南北相法 (1) 人相の極意秘伝書 。人相学百科全書
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ハ
頁

定
価
二
、
五
〇
〇
円
　
送
料

一
六
〇
円

◎

コ
ン
パ
文
庫
６
　
一二
ハ
四
頁

定
価
三
、
八
〇
〇
円
　
送
料
二
〇
〇
円

共
に
コ
ン
パ
の
合
本
で
コ
ン
パ
ー
号
よ
り
Ｇ
Ｏ
の

編
集
に
よ
る
モ
ノ
。

◎ 新

I言
夢∵
重努
曇界本 ⌒
ズ 絶桜
ミ堰奨
著生
V

-58-



日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
扱

い
他
社
本

の
お
知
ら
せ
　

（送
料
は
別
）

１

『統
道
真
伝
』

（上

。
下
）
岩
波
文
庫
　
安
藤
昌
益
著

（各
四
〇
〇
円
）

２

『安
藤
昌
益
』
　
　
　
　
　
八
戸
市
立
図
書
館
編

（
三
二
〇
〇
円
）

３

『安
藤
昌
益
』
　
　
中
央
公
論
　
日
本
の
名
著
１９

（
一
二
〇
〇
円
）

４

『先
駆

・
安
藤
昌
益
』
徳
問
書
店
刊
　
寺
尾
五
郎
著

（二
八
〇
〇
円
）

５

『生
命
と
医
学
の
８
大
原
理
変
革
』
千
島
喜
久
男
著

（二
五
〇
円
）

６

『
玄
米
食
の
す
す
め
』
風
媒
社
刊
　
桜
木
健
古
著

　

（
八
〇
〇
円
）

７

『顔
に
よ
る
診
断
と
治
療
』
　
　
　
樫
尾
太
郎
著

　

（九
〇
〇
円
）

８

『手
相
に
よ
る
病
気
診
断
法
』
　
　
　
″
　
　
　
　
（
三
八
〇
円
）

９

『姓
名
の
神
秘
』
　
　
紀
元
書
房
　
熊
崎
健
翁
新

　

（六
〇
〇
円
）

１０

『名
づ
け
読
本
』
実
業
の
日
本
社
　
熊
崎
健
翁
著

　

（
八
八
〇
円
）

１１

『
緑
の
哲
学
』

（自
然
農
法
）
　

　

福
岡
正
信
薪

（
一
二
〇
〇
円
）

‐２

『
緑
の
哲
学

。
別
冊
』
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
（
三
〇
〇
円
）

格

『無
の
哲
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
（八
〇
〇
円
）

＝

『わ
ら

一
本
の
革
命
』
　

柏
樹
社
　
福
岡
正
信
著

（
一
〇
〇
〇
円
）

‐５

『
人
相
精
説

「眉
Ｌ

（残
部
僅
少
）
黄
石
洞
著
　
（
一
〇
〇
〇
円
）

‐６

『梅
干
の
秘
密
』
新
評
社
　
　
　
　
牛
尾
盛
保
著

　

（六
五
〇
円
）

‐７

『健
康
食
と
危
険
食
』
　
　
潮
文
社
　
河
内
省

一
著

（五
八
〇
円
）

‐８

『
人
体
ツ
ポ
の
研
究
』
　

ご
ま
書
一房
　
芹
沢
勝
助
著

（五
八
〇
円
）

‐９

『続
人
体
ツ
ポ
の
研
究
』
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
（五
五
〇
円
）

※
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
関
係
の
洋
書
が
多
数
あ
り
ま
す
。
日
録

御
請
求
下
さ
い
。
（切
手
百
円
同
封
）

編
集
後
記

■
四
月
二
五
日
０
に
Ｃ
０
１０
周
年
記
念
の
行
事
を

催
す
。
そ
れ
に
関
連
し
て

「新
し
き
世
界

へ
」

の
四
月
号
を

「
桜
沢
如

一
先
生
記
念
特
集
号
」

に
組
ん
だ
。
想

い
出
の
写
真
集
と
、
略
年
譜
、

経
歴
書
、
詩
三
篇
な
ど
。

遺
稿
と
も

い
う
べ
き

「生
物
学
的

・
生
理
学

的

。
東
洋
的

『意
志
』
教
育
五
十
年
の
実
験
報

告
」
の
む
す
び
に
Ｇ
Ｏ
が
言
う
如
く

「
５４
年
間

私
は
世
界
を
廻

っ
て
、
東
洋
独
特
の
生
物
学
的
、

生
物
学
的
教
育
法
を
ひ
ろ
め
た
。
そ
れ
は

第

一　

肉
体
の
平
和

（絶
対
健
康
、
不
老
長
寿
、

息
災
安
寧
、
経
済
安
定
）
を
万
人
が
、
自
分
の

た
め
に
、
自
分
の
力
で
、
ゼ
ッ
タ
イ
ニ
他
人
に

よ
ら
ず
確
立
し
、
自
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
楽

し
い
長
い
一
生
を
送
る
最
も
簡
易
で
実
用
的
な
、

ダ
レ
で
も
ド
コ
で
も
ス
グ
実
生
活
で
き
る
法
で

あ

る
。

第

二
　
そ
れ
は
自
然
に
生
物
学
的
、
生

理
学
的
に
万
人
の
判
断
力
を
高
め
、
ス

ベ
テ
の
思
想
と
行
動
と
技
術
に
最
後
の

審
判
を
与
え
る
最
高
の
判
断
力
に
万
人

を
達
せ
し
め
る
法
で
あ
る
。

以
上
は

「
宇
宙
の
秩
序
」
の
確
認
と
、

「無
双
原
理
」
の
体
得
を
内
容
と
し
て

い
る
」
―
―
―
―
以
下
略

（
ゴ
チ

ッ
ク

指
示
　
編
集
者
）
さ
て
、
宇
宙
法
則
探

究
者
桜
沢
如

一
７４
年
の
総
決
算
と
も
言

え
る
こ
の
論
文
は
、
同
じ
く
晩
年
発
表

さ
れ
た

（今
回
は
未
収
録
）

「
世
界
恒
久
平
和

憲
章
世
界
恒
久
平
和

へ
の
道
」

（八
月
頃
に
掲

載
予
定
）
と
の
論
文
に
よ
り
、
Ｇ
Ｏ
の
死
後
、

後
に
続
く
人
類
の
到
達
せ
ず
に
お
か
な

い
、
い

や
お
か
れ
な
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
建
設
の
時
限
装
置

付
設
計
図
の
、
世
界
ば
ら
ま
き
ア
ソ
ビ
の
総
仕

上
げ
で
あ

っ
た
の
だ
。

ま
こ
と
に
強
烈
無
比
な
の
は
、
健
康
も
幸
福

も
自
分
の
た
め
に
自
分
の
力
で
や
れ
と
い
う
こ

と
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
自
分
で
発
見
し
ろ
と
い

う
の
で
あ
る
。
自
分
で
、
オ
ノ
レ
で
…
…
…

非
常
に
高
度
な
こ
と
だ
が
他
人
の
タ
メ
に
す

る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は

一
つ

も
な

い
と
い
う
こ
と
。
な
に
を
し
て
も
や
っ
て

も
ス
ベ
テ
自
分
に
は
ね
返
る
。
誰
を
う
ら
む
こ

と
も
な
い
。
な
ん
と
も
愉
快
で
は
な
い
か
ノ

ど
ん
な
言

い
訳
を
思
い
つ
い
て
も
邪
食
す
る
ボ

ク
も
ア
ナ
タ
も
低
能
だ
な
ァ
　

　

　

（
一
理
）

新

し
き
世
界

へ
　
四
月
号

◎

　
一
九
七
六
年
　
第
四
七
八
号

発
行
日
　
昭
和
五
十

一
年
四
月

一
日

発
行
者
　
橋
本
政
憲

編
集
者
　
阿
部

一
理

発
行
所
　
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
　
一Ｔ
一
五

一

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話
　
０
３
１
４
６
９
１
７
６
３
ｌ

Ｑ

振
替
　
東
京
０
１
１
９
４
１
２
５



第
三
種
郵
便
物
認
可

（昭
和
三
十
四
年
十

一
月
十
三
日
業
二
甲
六
〇
九
号
）
第
四
七
八
号

昭
和
五
十

一
年
四
月

一
日
発
行
　
四
月
号

三
〇
〇
円

〒
四
〇
円

舌題の最新刊 /

食生活の革命児
桜 沢如一 の思想 と生 涯  松本一朗著
食物だけで病気を治し、全世界に玄米を普及させた日本人桜沢。幾

度の投獄にも屈せずに反戦を叫び、シュワイッァー と対決して東洋医

学の優越を証明。その壮大な足跡を描く/   B6判 /780円〒160

バ イ J「 :リ ジでAぁ なたの運命をこれで変えよう◆白井勇治郎著
人間の体を流れる三つのリズムで事故を防ぎ人の好不調がわかる。保険会社や警察でも利用′ ●600円 〒120

か ら だ :の迷 信 あなたの知識は信用できますか ?◆杉 靖二郎著
ガンを予防する食事法はある? など身近な問題のウソとホントを解明 ′

風 呂 と健 康 ◆小島碩夫ほか著

●600円 〒:20

メ、ろの正しい入りかたから病気と入浴の関係、温泉療法にいたるまで、入浴の楽しみが倍加 / ●600円 〒120

延命 十句観音経死の淵をさまよう友へ◆僻博友著
わずか42字 の観音経が語る宗教の真髄 / 静かなベストセラー/ ●600円 〒120

ネ単 立命
と健康への道 ◆竹井博友著

著者が自分のすべてをさらけだして書き下ろした人生指針 / ●540円 〒 20

執 派 資 読 売新 聞大 阪 進 出の真相 ◆ 竹 井博友 著

朝日、毎日の地元で
｀
大阪読売

″の旗をか力1ずるまでの苦闘を描く ●500円 〒:60

新聞戦国時代の中でついに
｀
大読売
″
を築きあげた男の、智略と捨身の人生を描 く巨篇 ●750円 〒:60

ほ ん も σり
:手
小日 術 ◆ 平 秀 道 著

大学の教授が長年の研究と豊富なデータをもとに全国のファンに贈る本格的手相術 ●600円 〒:20

闘 ワ雹σ)A人 間務台 こ読売新聞 ◆ 松本一朗著

私 はガンに勝ったのか

人間モルモットの手記 ◆丹羽小弥大著
五年余にわたるガンとの死闘を描く′ 0980円 〒160

終着駅の近 くで
◆堀 秀彦著 ●850円 〒:00
亡き妻をしのび、近況を綴った珠玉のエ ッセイ

体質改造健康法
◆唐木秀夫著 600円 〒:20
健康づくりを根本的に考える総合的健康書

紅茶キノコ健康法

◆中満須磨子著  ●540円 〒!20
生菌無料進呈の申込書付き。だれでも培養できる飲料

東京都渋谷区神宮前61218
地 産 出 版

●409-5632振 替東京l H2360

*お求めは書店または現金書留・振替で地産出版ヘ


